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平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／37,533人（－17）
　男性／17,599人（－6）
　女性／19,934人（－11）
■世帯数　14,450戸（－3）
※（ ）は、前月との比較

平成20年11月1日現在

　10月25日、平戸港交流広
場で行われた平戸城下歌仙灯
籠まつりの「ひらど伝統芸能
フェスタ2008」からの一コマ。
「ちびっこ伝統芸能披露」では、
小学生や保育園児による伝統
芸能や太鼓などが披露され、
かわいらしい踊りや力強い太
鼓などに集まった観客のみな
さんからは大きな声援が送ら
れていました。

　今月号では、平戸市の企
業誘致、雇用対策をテーマ
に、「今、そこにある危機」
と題して特集しました。最
近、取材先でよく「不安」と
いう言葉を耳にします。「平
戸市は大丈夫なの？」「どう
したら平戸市は活気がでる
と思う？」といったみなさ
んの生の声。誰もがふるさ
とを思い、活気あふれるま
ちになることを願っていま
す。まちの活力である産業
の未来、この機会に一緒に
考えてみませんか？

　11月３日の秋の叙勲を
はじめ、大臣表彰などが発
令され、受章者のみなさん
を取材しました。受章の喜
びの声を聞くと「自分一人
の力ではない、周りのみな
さんのご支援があったから
です」とみなさん答えてく
れました。「広報ひらど」も
市民のみなさんのご協力に
助けられながら、毎月いろ
いろな情報を発信できてい
ます。今後とも、情報提供、
取材などご協力よろしくお
願いします。

広報ひらど 平成20年12月号 52

石

Editorial

　生涯学習課、各教委分室、各公民館に備え付けの
所定の申込用紙（払込取扱票）に必要事項を記入の上、
参加料を郵便振込にて入金してください。

※誓約書に署名・捺印のない場合は、受理できませ
　んので、ご注意ください。

■申込み・お問い合わせ

■申込方法

12.26（金）必着

いきつきロード実行委員会事務局
（教育委員会生月分室内)　☎53‐0541

■参加料
一般・高校生・ファミリー１組　2,000円
小・中学生　700円

参加者参加者大募集募集！！参加者大募集！！

282009.2.8（日）
午前10:00から順次スタート

申込締切日

潮風薫る生月の海岸線を今年も走ってみませんか！

「エイヤー！エイヤー！」
かわいい豆力士の相撲甚句

～平戸城下歌仙灯籠まつり・ひらど伝統芸能フェスタ2008～
潮香保育園の薄香相撲甚句
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特 集 ◎ 今、そこにある危機

平戸の未来について
考えたことがありますか。
過疎化、少子高齢化に伴い、
平戸市の生産年齢人口は、
年々減少傾向にあります。
それは、平戸の産業の衰退を表し、
市の基幹産業である農林水産業・観光業は、
衰退の一途を辿るばかりです。
今後このままの状態が続けば、
平戸の未来はどうなるのでしょうか。
私たちの未来のため、
ふるさと「平戸」の未来について
一緒に考えて見ませんか。

「
平
戸
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
当
に
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
・
・
・
」

雇用
創出

第　１　章

魅力ある雇用づくり

市
民
の
み
な
さ
ん
が
最
も
必
要
と
し
て
い
る
施
策
の
一
つ
に
、

企
業
誘
致
、
雇
用
対
策
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
産
業
の
衰
退
が
進
む
本
市
に
お
い
て
、

企
業
誘
致
、
雇
用
対
策
は
最
重
要
課
題
と
も
言
え
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
19
年
度
に
企
業
立
地
対
策
室
を
設
置
。

本
市
が
抱
え
る
産
業
の
実
態
と
課
題
、

そ
し
て
企
業
誘
致
、
雇
用
対
策
の
現
状
に
迫
り
ま
す
。

減
少
が
続
く
平
戸
市
の
人
口

　

本
市
の
総
人
口
は
、3
7
5
3
3
人（
平

成
20
年
11
月
１
日
現
在
）で
、
県
内
都
市

部
で
は
13
市
中
９
位
の
人
口
規
模
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
50
年
と
比
較
す
る
と

1
4
8
7
7
人（
28
％
）減
少
し
、
昭
和

30
年
と
で
は
3
3
5
1
1
人（
47
％
）減

少
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
人
口
減
少
は
さ

ら
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
推

計
で
は
平
成
29
年
に
3
0
4
0
1
人
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
少
子
・
高

齢
化
な
ど
の
影
響
か
ら
人
口
総
数
の
減
少

と
と
も
に
、
若
者
が
仕
事
を
求
め
て
転
出

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

慢
性
的
な
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
か
ら

で
す
。
こ
の
ま
ま
雇
用
が
創
出
で
き
な
け

れ
ば
、
人
口
の
減
少
に
拍
車
を
か
け
る
こ

と
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
と
産
業
の
衰
退

　

こ
れ
ま
で
、
本
市
の
産
業
は
農
林
水
産

業
と
観
光
業
を
柱
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し

た
が
、
人
口
減
少
に
伴
い
未
来
の
農
林
水

産
業
を
支
え
る
後
継
者
が
不
足
し
て
お
り
、

現
在
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
農

林
水
産
業
の
衰
退
は
、
観
光
業
に
も
大
き

な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
平

戸
市
の
基
幹
産
業
を
揺
る
が
す
大
き
な
問

題
で
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
下
中
野
工
業
団
地
を
造

成
し
、
工
業
の
集
積
を
図
る
取
り
組
み
も

進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
社
会
情
勢
の
中
、

現
実
的
に
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
大
型

企
業
の
進
出
も
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
18
年

度
の
製
造
業
出
荷
額
は
78
億
円
と
、
県
内

13
市
中
10
位
の
状
況
で
離
島
市
を
除
く
と

最
下
位
の
状
況
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
求
職
者
1
人
に
対
す

る
求
人
倍
率（
平
成
20
年
9
月
分
）は
、

全
国
平
均
が
0
・
8
４
倍
に
対
し
長
崎
県

は
0
・
5
7
倍
で
、
九
州
管
内（
平
均

0
・
6
0
倍
）で
は
7
県
中
5
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
市
が
属
す
る
江
迎
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
管
内
で
は
、
0
・
4
2
倍
と
一
段

と
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
あ
り
ま
す
。
慢
性

的
に
続
く
人
口
の
減
少
、
そ
れ
と
相
ま
っ

て
減
少
す
る
就
業
者
。
こ
の
状
態
が
続
け

ば
、
近
い
将
来
平
戸
市
の
産
業
は
急
速
に

衰
退
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
雇
用

の
場
が
少
な
い
本
市
に
お
い
て
、
企
業
誘

致
、
雇
用
対
策
は
、
本
市
の
未
来
を
語
る

上
で
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。
産

業
は
地
域
の
活
力
、
平
戸
市
の
未
来
の
た

め
、
今
こ
そ
こ
の
平
戸
市
が
置
か
れ
て
い

る
現
状
を
見
つ
め
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う

就
業
者
総
数
の
減
少
に
よ
り
、

市
内
産
業
は
緊
迫
化
し
た
状
況

0
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71,044
61,660

56,560
52,410 50,849 48,719 46,572 43,966 41,586  

38,389 

（人） 

32,703
26,104 24,897 23,156 23,394 22,239 21,510 20,682 19,202 17,721

就業者総数 総人口 

資料：国勢調査

◎平戸市の総人口と就業者総数の推移

広報ひらど 平成20年12月号 2Hirado City Public Relations,2008.123
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用
の
創
出
・
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業
誘
致
を

　

市
の
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、

　
　

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
1
章
◎
雇
用
創
出

第
1
章
◎
雇
用
創
出

な
ぜ
、
企
業
誘
致
か

　

平
成
18
年
7
月
に
実
施
し
た
市
民
を
対

象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
企
業
誘
致

や
雇
用
・
就
業
対
策
の
振
興
に
対
す
る
関

心
や
要
望
が
も
っ
と
も
高
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
雇
用
の
場
を
増
や
し
若
者
の
定

住
者
を
増
や
す
こ
と
が
市
民
の
み
な
さ
ん

が
今
一
番
求
め
て
い
る
こ
と
と
言
え
ま
す
。

　

市
で
は
、
昭
和
45
年
以
降
、
旧
平
戸
市

を
は
じ
め
、
生
月
町
、
田
平
町
で
縫
製
業

を
中
心
に
誘
致
し
て
き
た
経
過
は
あ
る
も

の
の
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、

事
業
所
の
閉
鎖
や
撤
退
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
口
の
減
少
は
、
域
内
の
経
済
活
動
を

停
滞
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
地
域
の
活
力
の

低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
過
疎

化
や
少
子
高
齢
化
、
若
者
の
流
出
が
続
け

ば
、
産
業
の
衰
退
は
お
ろ
か
、
平
戸
市
が

存
続
す
る
こ
と
さ
え
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
今

後
ま
す
ま
す
進
む
地
方
分
権
社
会
の
中
で
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
っ
て

い
く
時
代
に
な
り
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が

住
み
良
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
、
住
民

の
働
く
場
を
増
や
し
、
財
政
基
盤
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
地
場
企
業
の
育
成
と
企

業
誘
致
は
、
雇
用
や
税
収
の
確
保
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
即
効
性

の
あ
る
手
段
と
言
え
ま
す
。
た
だ
し
、
交

通
イ
ン
フ
ラ
や
用
地
の
問
題
に
加
え
、
経

済
の
動
向
に
も
左
右
さ
れ
る
た
め
、
企
業

誘
致
は
簡
単
に
成
立
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
長
い
将
来
を
見
据
え
て
、
今
後

と
も
継
続
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。

新
た
な
雇
用
の
創
出

　

市
で
は
平
成
19
年
10
月
か
ら
農
林
課
・

水
産
課
・
観
光
商
工
課
・
企
画
課
が
一
体

と
な
っ
て
、
平
戸
の
特
性
を
活
か
し
た
産

業
振
興
と
雇
用
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

本
市
は
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
、
対
馬
暖

流
と
複
雑
な
海
岸
地
形
が
も
た
ら
す
潮
流

の
影
響
に
よ
り
豊
か
な
水
産
資
源
の
宝
庫

と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
・
サ
バ
・
ヒ
ラ
メ

や
磯
根
資
源
の
ア
ワ
ビ
、
ウ
ニ
な
ど
数
多

く
の
魚
介
類
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

温
暖
な
気
候
か
ら
、
水
稲
や
ば
れ
い
し
ょ
、

い
ち
ご
な
ど
が
主
要
な
農
作
物
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
漁
業
と

も
に
高
齢
化
な
ど
に
伴
い
後
継
者
不
足
が

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
衰
退

し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

今
後
は
、
農
林
･
水
産
・
観
光
・
商
工

業
が
一
体
と
な
っ
た
特
産
品
開
発
や
安
定

的
な
供
給
体
制
づ
く
り
、
地
産
地
消
の
推

進
な
ど
農
林
水
産
業
と
観
光
と
の
連
携
を

強
化
し
、
平
戸
の
特
色
を
活
か
し
た
産
業

の
創
出
や
外
部
資
本
を
活
用
し
た
産
業
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
今
日
の
産
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
顕
著
で
あ
り
、
広
大
な
土
地
で
野
菜
づ

く
り
を
し
た
り
、
養
殖
業
に
参
入
す
る
な

ど
、
企
業
が
農
業
や
漁
業
と
い
っ
た
第
一

次
産
業
に
進
出
す
る
例
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
本
市
も
こ
の
よ
う
な
各
産
業
間
の

連
携
に
よ
る
取
り
組
み
で
、
平
戸
市
独
自

の
新
産
業
を
創
造
し
、
安
定
し
た
雇
用
の

確
保
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特 集 ◎ 今、そこにある危機

◎
平
戸
市
の
企
業
誘
致
と
は

TTop op InterviewnterviewTop Interview

  　

平
成
17
年
10
月
1
日
、
４
市
町
村

の
合
併
に
よ
り
新「
平
戸
市
」が
誕
生

し
て
早
や
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
に
お
い
て
大
き
な
期
待
が
あ
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
現
状
で
は

一
部
で
合
併
効
果
が
あ
っ
た
も
の
の
、

ま
だ
ま
だ
全
体
的
に
は
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

特
に
雇
用
環
境
に
つ
い
て
は
、
平

戸
市
総
合
計
画
策
定
に
係
る
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
最
も
重
要
性
が
高
い
施

策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

次
第
に
市
内
事
業
所
や
商
店
な
ど
の

縮
小
や
、閉
鎖
・
撤
退
が
続
い
て
お
り
、

極
め
て
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

　

市
と
し
て
も
、
こ
の
間
、
地
場
企

業
の
振
興
に
よ
る
雇
用
創
出
を
図
る

た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら「
地
域
提

案
型
雇
用
創
造
促
進（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）

事
業
」に
取
り
組
み
、
新
た
な
商
品

開
発
な
ど
、
そ
の
成
果
も
徐
々
に
は

出
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
や
地
場
企
業
の

支
援
を
図
る
た
め
、
平
成
19
年
度
か

ら
長
崎
県
企
業
振
興
・
立
地
推
進
本

部
へ
職
員
１
名
を
派
遣
し
、
併
せ
て

同
年
10
月
か
ら
観
光
商
工
課
内
に
企

業
立
地
対
策
室
を
新
設
。
本
年
度
か

ら
は
産
業
振
興
を
担
当
す
る
副
市
長

を
配
置
す
る
な
ど
、
企
業
誘
致
を
含

め
た
産
業
振
興
に
は
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
合
併
後
２
件
の
企
業
誘
致

に
成
功
し
雇
用
創
出
に
つ
な
が
っ
た

も
の
の
、
思
う
よ
う
に
人
材
確
保
が

で
き
な
い
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
も

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業

が
地
方
へ
進
出
す
る
理
由
と
し
て
、

「
人
材
が
確
保
で
き
る
」と
い
う
の
も

大
き
な
要
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

市
で「
人
材
が
確
保
で
き
な
い
」と
い

う
の
は
、
企
業
誘
致
を
す
る
上
で
致

命
的
と
も
言
え
ま
す
。

　
「
1
0
0
年
に
一
度
と
も
呼
ば
れ

る
世
界
的
な
金
融
危
機
」が
襲
う
今

日
、
企
業
で
は
設
備
投
資
の
縮
小
や

延
期
、
中
止
が
相
次
い
で
お
り
、
派

遣
職
員
の
大
幅
削
減
な
ど
雇
用
面
に

お
い
て
も
深
刻
な
状
況
が
現
れ
て
き

て
い
ま
す
。
本
市
に
お

い
て
も
例
外
で
は
な

く
、
至
る
と
こ
ろ

で
そ
の
影
響
が

現
れ
始
め
て

い
ま
す
が
、

特
に
地
理
的

な
も
の
を
含

め
大
き
な
ハ

ン
デ
ィ
を
有
す

る
本
市
に
と
っ
て
、

企
業
誘
致
は
大
変
難
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
厳
し
い
立

地
条
件
や
経
済
環
境
の
中
で
も
、
頑

張
っ
て
い
る
元
気
な
地
場
企
業（
誘

致
企
業
を
含
む
。）も
存
在
し
ま
す
。

紙
面
の
都
合
で
今
回
４
社
の
紹
介
の

み
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
と
も
い
う
べ
き
高
度
な

技
術
や
特
殊
技
能
な
ど
を
活
か
し
な

が
ら
、
先
端
分
野
で
活
躍
し
て
お
ら

れ
、
本
市
で
も
や
れ
ば
で
き
る
と
い

う
自
信
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
ま

す
。

　

今
後
は
、
地
場
企
業
に
加
え
、
農

業
や
漁
業
と
の
連
携
も
図
り
な
が
ら
、

情
報
収
集
に
努
め
、
新
た
な
雇
用
の

創
出
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
と
観
光
の
連
携
強
化
、

平
戸
の
特
色
を
活
か
し
た

産
業
の
創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

平戸市長

　白濵　信
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資料：長崎県の市町村民経済計算（平成19年以降は推計）

◎平戸市の生産年齢人口と総生産額の推移と推計
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平
戸
の
特
性
に
合
っ
た
企
業
へ
の

積
極
的
な
営
業
展
開
と

継
続
的
な
取
り
組
み
が
必
要
。

「
企
業
誘
致
の
鍵
は
、

　
　

優
秀
な
人
材
の
確
保
で
す
」

第
２
章
◎
誘
致
合
戦

第
２
章
◎
誘
致
合
戦

誘致
合戦

第　２　章

企業から見た平戸市

長
崎
県
で
は
、
平
成
12
年
〜
22
年
度
ま
で
の
計
画
と
し
て
、

「
長
崎
県
産
業
振
興
構
想
」
を
策
定
し
、

県
を
あ
げ
て
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
内
に
お
け
る
企
業
誘
致
の
実
態
と
は
。

昨
年
か
ら
派
遣
し
て
い
る
長
崎
県
企
業
振
興
・
立
地
推
進
本
部
の

派
遣
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、

企
業
誘
致
の
実
態
お
よ
び
キ
ー
ワ
ー
ド
を
探
り
ま
す
。

特 集 ◎ 今、そこにある危機

長
崎
県
企
業
振
興
・

　
　
　
　

立
地
推
進
本
部
と
は

　

長
崎
県
企
業
振
興
・
立
地
推
進
本
部
は
、

県
内
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
拡
大
に
向

け
て
、「
地
場
企
業
の
発
展
支
援
」や「
県

外
企
業
の
誘
致
」な
ど
を
図
っ
て
い
く
た

め
に
、
長
崎
県
と
長
崎
県
産
業
振
興
財
団

が
一
体
と
な
っ
た
組
織
で
す
。
こ
こ
で
は
、

市
町
と
一
体
と
な
っ
て
誘
致
に
取
り
組
ん

で
い
る
長
崎
県
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

県
内
外
の
企
業
情
報
、
誘
致
の
情
報
は
こ

こ
に
し
か
な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

営
業
活
動
か
ら

　

推
進
本
部
で
は
、と
に
か
く
お
客
様（
企

業
）へ
の
対
応
の
ス
ピ
ー
ド
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
。「
企
業
は
一
時
も
待
っ
て
は

く
れ
な
い
」「
経
済
は
常
に
動
い
て
い
る
」

と
い
う
事
で
す
。
私
が
営
業
で
企
業
を
訪

問
し
て
も
1
0
0
社
1
0
0
様
で
あ
り
、

そ
の
社
の
状
況
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
業
界

の
動
向
、
経
済
を
は
じ
め
政
治
な
ど
の
日

常
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
話
題
が
な
い

と
会
話
が
成
り
立
た
ず
、
日
々
勉
強
の
毎

日
で
す
。

　

ま
た
、「
平
戸
」が
あ
ま
り
に
も
知
ら
れ

て
い
な
い
事
も
事
実
で
、「
こ
こ
が
平
戸

で
す
か
？
」「
修
学
旅
行
で
行
っ
た
き
り
だ

ね
」な
ど
と
言
わ
れ
落
胆
す
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。

　
誘
致
合
戦
の
状
況

　

長
崎
県
だ
け
が
、
平
戸
市
だ
け
が
企
業

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
全
国
の
自
治
体
が
誘
致
に
躍
起
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
過
疎
振
興
で

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
き
た
も
の

の
、
地
域
経
済
を
興
す
カ
ン
フ
ル
剤
は
見

当
た
ら
な
い
の
が
現
実
で
す
。
や
は
り
企

業
誘
致
こ
そ
が
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

切
り
札
で
あ
る
と
い
う
現
れ
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

誘
致
施
策
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
行
政
と
企

業
が
一
体
と
な
っ
て
誘
致
の
営
業
に
ま

わ
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
な
ど
地
域
で

さ
ま
ざ
ま
な
展
開
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

補
助
金
一
つ
を
と
っ
て
も
、「
と
な
り
の

自
治
体
よ
り
魅
力
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

し
て
い
ま
す
」「
工
場
用
地
は
無
償
で
お
譲

り
で
き
ま
す
」な
ど
、
自
治
体
の
誘
致
合

戦
は
過
熱
気
味
で
す
。
過
疎
地
域
で
、
将

来
に
わ
た
り
人
を
定
住
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
企
業
を
誘
致
し
雇
用
創
出
を
し
て

い
く
こ
と
が
最
も
有
効
な
施
策
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

企
業
誘
致
の
現
実
と
可
能
性

　

企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
、

交
通
、
電
力
、
通
信
、
水
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
に
条
件
を
求
め
る
企
業
も
多
く
、
そ
う

い
う
面
で「
平
戸
市
」は
、
適
地
で
あ
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
実
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
企
業
に
よ
っ
て
は
、「
特
別
に

必
要
な
イ
ン
フ
ラ
条
件
は
必
要
な
い
け
ど
、

『
自
治
体
の
情
熱
、
人
の
や
る
気
、
責
任
感
、

誠
実
さ
』で
進
出
を
決
め
ま
し
た
」と
い

う
話
も
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
条
件
は
別

と
し
て
、
求
め
ら
れ
て
い
る
共
通
な
も
の

は「
人
」で
あ
り
、「
し
っ
か
り
働
い
て
く

れ
る
優
秀
な
人
材
」を
ど
れ
だ
け
確
保
で

き
る
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

ま
た
、「
田
舎
の
人
は
、
働
き
た
い
、

職
場
が
あ
れ
ば
と
言
い
な
が
ら
も
、
進
出

し
て
み
る
と
、
あ
れ
は
い
や
、

こ
れ
は
い
や
・
・
・
が
多
い

ん
で
す
」な
ど
と
い
っ
た
厳

し
い
意
見
を
受
け
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

企
業
が
進
出
し
た
場
合
に
、
何
人
の
人
を

確
保
で
き
る
の
か
が
最
大
の
焦
点
で
す
。

平
戸
市
で
最
初
か
ら
何
百
人
と
い
う
人
材

の
確
保
は
現
実
的
に
無
理
で
す
。
ま
た
、

通
勤
圏
人
口
か
ら
し
て
も
そ
ん
な
大
き
な

企
業
の
進
出
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
最
初
は

小
さ
く
て
も「
平
戸
市
の
人
が
、
し
っ
か

り
働
い
て
く
れ
る
な
ら
、
将
来
的
に
大
き

く
し
て
い
こ
う
」と
い
っ
た
企
業
が
平
戸

市
に
根
付
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

待
っ
て
い
て
も
平
戸
市
に
進
出
す
る
企
業

は
あ
り
ま
せ
ん
。
足
で
稼
ぐ「
営
業
」し

か
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
市
内
の

企
業
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
企
業
誘
致
活

動
を
続
け
て
い
く
事
こ
そ
が
、
20
年
後
30

年
後
の
企
業
誘
致
に
結
び
つ
く
も
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。長崎県企業振興・立地推進本部　　 長崎県企業振興・立地推進本部　　 

企業誘致推進グループ企業誘致推進グループ
マネージャー　マネージャー　白石　二也白石　二也

◎平戸市総務課付派遣職員◎平戸市総務課付派遣職員

長崎県企業振興・立地推進本部　　 
企業誘致推進グループ

マネージャー　白石　二也
◎平戸市総務課付派遣職員

◎
企
業
誘
致
の
現
場
か
ら

長
崎
県
の
雇
用
情
勢

　

長
崎
県
の
製
造
業
出
荷
額（
従
業
員
4

人
以
上
の
事
業
所
）は
、
1
兆
5
千
億
円

で
全
国
42
位
の
状
況
で
す
。
製
造
品
出
荷

額
と
雇
用
環
境
は
ほ
ぼ
比
例
し
て
お
り
、

出
荷
額
が
少
な
い
と
雇
用
の
場
も
少
な
い

と
言
え
ま
す
。
有
効
求
人
倍
率
も
0
・
5

７
倍（
平
成
20
年
９
月
）で
全
国
39
位
と

低
く
、
都
道
府
県
別
転
出
超
過
数
は

1
0
0
6
4
人（
平
成
19
年
）で
全
国
45

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
校
新
卒
者
の
就

職
状
況（
平
成
19
年
3
月
卒
業
）で
は
県

内
就
職
希
望
者
2
2
0
0
人
に
対
し
、
就

職
者
は
1
4
0
0
人
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
長
崎
県
の
雇
用
情
勢
は
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
地
元
に
残
り
た

く
て
も
残
れ
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
こ
と
か
ら
雇
用
や
税
収
の
確
保
、

経
済
活
性
化
と
人
口
増
加
を
目
指
す
た
め
、

企
業
誘
致
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
状
況
で

す
。

県
内
の
誘
致
企
業
の
実
態

　

今
年
7
月
に
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
世
界

最
大
手
の
キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
が
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
の
生
産
子
会
社「
長
崎
キ
ヤ
ノ

ン
」を
設
立
し
ま
し
た
。長
崎
キ
ヤ
ノ
ン
は
、

現
在
、
波
佐
見
町
に
造
成
中
の
工
業
団
地

に
工
場
を
建
設
し
、
来
年
12
月
に
操
業
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。
雇
用
面
で
は
来
春

卒
業
予
定
の
2
0
0
人
以
上
を
す
で
に
内

定
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
1
0
0
0
人

以
上
の
雇
用
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

長
崎
県
は「
長
崎
県
産
業
振
興
構
想
」

と
し
て
平
成
12
年
か
ら
取
り
組
む
誘
致
目

標
を
、
10
年
間
で
80
社
の
企
業
立
地
と

6
2
0
0
人
の
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
を

掲
げ
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
長
崎

キ
ヤ
ノ
ン
の
実
績
ま
で
含
め
る
と
立
地
企

業
は
71
社
、
雇
用
は
7
1
1
9
人（
計
画

ベ
ー
ス
）と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
キ
ヤ

ノ
ン
の
進
出
は
、
長
崎
県
に
お
け
る
新
産

業
の
発
展
や
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
な
ど
、
既
存
企
業
へ
の
波
及
効
果
に
も

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
県
が
特
に
力
を
入
れ
た
い
企
業

と
し
て
、①
自
動
車
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
な
ど
の
大
き
な
雇
用
に
つ
な
が
る
製
造

業
、②
金
型
、
射
出
成
形
等
の
長
崎
に
は

な
い
特
色
あ
る
技
術
を
も
つ
製
造
業
、③

半
導
体
設
計
や
車
載
ソ
フ
ト
な
ど
の
設

計
・
開
発
拠
点
、④
雇
用
創
出
力
の
あ
る

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
デ
ー
タ
入
力
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
企
業
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
企
業
誘
致
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
と
し
て
の
企
業
誘
致
の
方
向
性

　

平
戸
市
と
し
て
も
、
た
だ
で
さ
え
厳
し

い
誘
致
条
件
下
に
あ
り
ま
す
が
、
県
の
誘

致
方
針
に
基
づ
き
な
が
ら
、
積
極
的
に
誘

致
活
動
を
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
来
て
く

れ
る
と
こ
ろ
な
ら
ど
こ
で
も
」と
い
っ
た

や
り
方
で
は
な
く
、
再
度
、
本
市
の
特
性

を
見
つ
め
直
し
、
平
戸
に
合
っ
た
企
業
を

粘
り
強
く
見
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、「
平
戸
の
資
源
を
活
か

せ
る
企
業
」、「
平
戸
に
縁
が
あ
る
企
業
」、

「
地
場
産
業
の
関
連
企
業
」、「
過
疎
地
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
企
業
」な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
い
う「
資
源
」と
は
、

地
場
産
業
や
産
品
に
限
ら
ず
、
自
然
や
気

候
、
風
土
、
歴
史
、
人
材
な
ど
多
種
多
様

な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、「
縁

が
あ
る
企
業
」と
は
、
創
業
者
や
役
員
な

ど
が
本
市
出
身
の
企
業
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
戸
に
マ
ッ
チ
す
る

企
業
に
簡
単
に
遭
遇
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
周
り
で
、
も
し
こ

の
よ
う
な
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲誘致を進める下中野工業団地（上空から）
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第
3
章
◎
就
職
前
線

長崎県内

27人（19.0％）

平戸市

12人（8.5％）

九州内

35人（24.6％）

九州外

68人（47.9％）

わからない

2人（1.9％）

帰りたい

63人（61.2％）

帰らない

38人（36.9％）

◎雇用に関するアンケート調査結果◎

　■有効回答数　142人
　■実 施 期 間　平成20年10月
　■対　象　者　平戸市在住者、または出身者で就職を希望する高校生
　　　　　　　　（北松農業高校 37人・平戸高校 62人・鹿町工業高校 43人）　　

　雇用など含めた平戸市への要望
　・働ける場所を増やしてほしい。
　・若者が楽しめるような場所をつくってほしい。
　・大きな企業を呼び込めないか。
　・もっとたくさん働ける場所があったらいい。
　・帰ってきたときに、就職につきやすくしてほしい。
　・仕事がないから、平戸を出て行かなければならない。雇用を増やせば残る人は増えるはず。
　・地元で働きたいが、働くところがない。給料も安い。求人を出してほしい。

　私は、授業を通じて農家のみなさんと
触れ合ったこともあり、農業に対する思
いが強く、ながさき西海農協に就職する
ことに決めました。平戸市は農業や漁業
が盛んなので、その職業に就けることを
とても嬉しく思っています。これから社
会人として、これまでお世話になったみ
なさんに少しでも恩返しができるように
精一杯頑張ります。

　私は、一度親元を離れ自立した生活を
したいと思い、自分の希望する職業を探
した結果、福岡県に就職することに決め
ました。地元と違う一面を見てみたいと
いう思いもあり、今は県外で働くことに
期待で胸が膨らんでいます。ふるさとを
離れることになりますが、生月が大好き
なので、いつかは帰ってきたいと思って
います。

　最初から地元就職に決めていて、接客
業に就きたかったので、携帯電話の販売
業務の佐世保電子サービスに就職するこ
とに決めました。社会人として、これか
ら何もかも自分の責任、注意してくれる
先生もいません。社会に出て働くことの
厳しさも自覚して頑張りたいと思います。
平戸には、若者がいないのでもっと仕事
が増えればいいなと思います。

　小さい頃から車が好きで、先生と相談
してトヨタ自動車への就職を決めました。
地元には自分に合った仕事がなかったの
と、親元を離れて自立した生活を送りた
いという気持ちもありました。田舎から
都会に出てやっていく自信があまりあり
ませんが、親元を離れますので、仕事を
きちんとやって、しっかり自立しなけれ
ばいけないと思っています。

「
お
世
話
に
な
っ
た
人
に

「
お
世
話
に
な
っ
た
人
に

　

恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い

　

恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い

　

地
元
の
農
協
を
選
び
ま
し
た
」

　

地
元
の
農
協
を
選
び
ま
し
た
」

「
地
元
に
は
自
分
に
合
っ
た

「
地
元
に
は
自
分
に
合
っ
た

　

仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

「
地
元
に
残
っ
て
、

「
地
元
に
残
っ
て
、

　

接
客
業
に
就
き
た
い
と
思
い

　

接
客
業
に
就
き
た
い
と
思
い

　

希
望
す
る
企
業
を
見
つ
け
ま
し
た
」

　

希
望
す
る
企
業
を
見
つ
け
ま
し
た
」

「
一
度
親
元
を
離
れ
て

「
一
度
親
元
を
離
れ
て

　

自
立
し
た
生
活
を
し
た
い
と
思
い

　

自
立
し
た
生
活
を
し
た
い
と
思
い

　

福
岡
県
へ
就
職
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

福
岡
県
へ
就
職
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

北松農業高校生活科学科３年北松農業高校生活科学科３年

田 中 祥 平田 中 祥 平 さ んさ ん
（生月町壱部浦）（生月町壱部浦）

北松農業高校食品科学科３年北松農業高校食品科学科３年

久 家 明 子久 家 明 子 さ んさ ん
（生月町舘浦）（生月町舘浦）

ながさき西海農協内定ながさき西海農協内定

株式会社マルキョウ内定株式会社マルキョウ内定

平戸高校総合学科地域振興系列３年平戸高校総合学科地域振興系列３年

松 本 幸 恵松 本 幸 恵 さ んさ ん
（中野大久保町）（中野大久保町）

(有)佐世保電子サービス内定(有)佐世保電子サービス内定

平戸高校総合学科情報ビジネス系列３年平戸高校総合学科情報ビジネス系列３年

宮 田 涼 介宮 田 涼 介 さ んさ ん
（志々伎町）（志々伎町）

トヨタ自動車株式会社入社予定トヨタ自動車株式会社入社予定

「
お
世
話
に
な
っ
た
人
に

　

恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い

　

地
元
の
農
協
を
選
び
ま
し
た
」

「
地
元
に
は
自
分
に
合
っ
た

　

仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

「
地
元
に
残
っ
て
、

　

接
客
業
に
就
き
た
い
と
思
い

　

希
望
す
る
企
業
を
見
つ
け
ま
し
た
」

「
一
度
親
元
を
離
れ
て

　

自
立
し
た
生
活
を
し
た
い
と
思
い

　

福
岡
県
へ
就
職
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

就職
前線

県
外
就
職
希
望
者
は
約
７
割
。

「
一
度
は
県
外
に
出
て
み
た
い
」
、

「
仕
事
が
な
い
」
を
理
由
に

県
外
へ
流
出
す
る
若
者
が
ほ
と
ん
ど
。

第　３　章

高校生の本音

　

来
春
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
高
校
３

年
生
に
今
年
10
月
、「
雇
用
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
県
外

就
職
希
望
者
は
約
７
割
、
県
内
就
職
希
望

者
は
約
２
割
、
市
内
の
就
職
希
望
者
は
約

１
割
と
、
平
戸
市
に
と
っ
て
非
常
に
厳
し

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
人
口
構
造
の
推
移
を
み
る
と
、

総
人
口
の
減
少
は
も
と
よ
り
、
少
子
化
の

進
行
、
若
者
の
流
出
、
青
壮
年
層
の
減
少
、

高
齢
化
の
進
行
、
後
期
高
齢
者（
75
歳
以

上
の
人
）の
増
加
な
ど
が
顕
著
に
表
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
大
学
進
学
な
ど
の
世
代

で
あ
る
20
歳
〜
24
歳
の
若
者
の
流
出
が
著

し
く
、
少
子
化
、
青
壮
年
層
の
減
少
に
連

動
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
の
進
学
意
識
の
高
さ
か
ら
、
市
内

の
高
校
生
は
、
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
へ

の
進
学
で
平
戸
市
を
離
れ
ま
す
。
ま
た
、

就
職
を
希
望
す
る
高
校
生
も
大
半
が
県
外

就
職
希
望
と
あ
っ
て
、
平
戸
市
の
未
来
を

担
う
若
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
市
外
へ
流
出

し
て
し
ま
う
の
が
現
実
で
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
で
も「
高
校
生
以
上
の
若
者
が
い

な
い
の
で
、
若
者
が
住
め
る
よ
う
な
ま
ち

に
し
て
ほ
し
い
」「
若
者
が
働
け
る
よ
う
な

職
場
が
あ
れ
ば
、
若
者
が
地
元
に
残
る
と

思
う
」と
い
う
よ
う
な
意
見
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

未
来
を
担
う
若
者
の
流
出
。
そ
れ
は
、

今
後
の
産
業
の
衰
退
を
表
し
ま
す
。
そ
れ

を
防
ぐ
た
め
に
も
進
学
な
ど
で
平
戸
市
を

離
れ
る
若
者
が
、
い
つ
か
帰
っ
て
こ
れ
る

よ
う
な
雇
用
の
受
け
皿
が
必
要
で
す
。

希望就職先（内定先）はどこですか？将来、平戸市へ帰ってきたいと思いますか？
（県外へ就職を希望する人のみ回答）

本
市
に
お
い
て
、

進
学
せ
ず
に
就
職
を
希
望
す
る
高
校
生
は
約
４
割
。

現
在
、
就
職
活
動
真
っ
只
中
に
あ
る

高
校
生
の
雇
用
に
関
す
る
本
音
と
は
。

今
年
10
月
に
実
施
し
た
「
雇
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
、

就
職
内
定
を
決
め
た
高
校
生
４
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
平
戸
市
を
担
う
若
者
の
本
音
に
迫
り
ま
す
。

北松農業高校生活科学科３年

田 中 祥 平 さ ん
（生月町壱部浦）

北松農業高校食品科学科３年

久 家 明 子 さ ん
（生月町舘浦）

ながさき西海農協内定

株式会社マルキョウ内定

平戸高校総合学科地域振興系列３年

松 本 幸 恵 さ ん
（中野大久保町）

(有)佐世保電子サービス内定

平戸高校総合学科情報ビジネス系列３年

宮 田 涼 介 さ ん
（志々伎町）

トヨタ自動車株式会社入社予定

県内
就職

県外
就職

Sachie Matsumoto

Syohei Tanaka

Ryosuke Miyata

Akiko Kuga
INTERVIEW

IN
TE

RV
IE

W

INTERVIEW

IN
TE

RV
IE

W
特 集 ◎ 今、そこにある危機
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赤木コーセイ株式会社株式会社森システム

合同産業株式会社有限会社一六技研

企業
紹介

第　５　章

地域と手を携えて

市
内
に
は
、
厳
し
い
立
地
条
件
や
経
済
環
境
の
中
、

先
端
分
野
で
モ
ノ
づ
く
り
に
励
む
企
業
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
20
人
以
上
を
雇
用
し
、

高
い
技
術
と
特
殊
技
能
を
も
っ
て
世
界
に
向
け
て

事
業
を
展
開
す
る
製
造
業
４
社
を
紹
介
し
ま
す
。

企
業
が
持
つ
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
と
は
。

企
業
紹
介
の
中
か
ら
平
戸
市
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

高
校
を
卒
業
し
た
生
徒
は
、

大
学
進
学
や
就
職
な
ど
で
平
戸
市
を
離
れ
る
若
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
中
に
も
平
戸
市
に
戻
っ
て
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
若
者
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

若
者
が
持
つ
ふ
る
さ
と
「
平
戸
」
に
対
す
る
思
い
と
は
。

福
岡
県
で
働
く
一
人
の
若
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

平
戸
市
の
雇
用
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

◎魚の棚町出身
　猶興館高校卒業後、県内の大学に進学。現
在、某製薬会社福岡支店に勤務し、長崎地区
を担当するＦＤ（フィールド）マン。地元の
ことが好きで、市内で開催されるイベントに
も地元青年会と一緒になって数多く参加する。

◎魚の棚町出身◎魚の棚町出身
　猶興館高校卒業後、県内の大学に進学。現　猶興館高校卒業後、県内の大学に進学。現
在、某製薬会社福岡支店に勤務し、長崎地区在、某製薬会社福岡支店に勤務し、長崎地区
を担当を担当するＦＤ（フィールド）するＦＤ（フィールド）マン。地元のマン。地元の
ことが好きで、市内で開催されることが好きで、市内で開催されるイベントにイベントに
も地元青年会と一緒になって数多く地元青年会と一緒になって数多く参加参加するする。

◎魚の棚町出身
　猶興館高校卒業後、県内の大学に進学。現在、
某製薬会社福岡支店に勤務し、長崎地区を担
当するＦＤ（フィールド）マン。地元のことが
好きで、市内で開催されるイベントにも地元
青年会と一緒になって数多く参加する。

　
　
　

興
館
高
校
を
卒
業
し
た
後
、

　
　
　

県
内
の
大
学
に
進
学
し
ま

　
　
　

し
た
。
い
ず
れ
地
元
に
戻

っ
て
仕
事
を
し
た
い
な
と
は
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
実
際
、
就
職
活

動
を
始
め
た
も
の
の
、
地
元
に
希

望
す
る
仕
事
が
な
か
っ
た
の
で
、

結
果
的
に
県
外
に
就
職
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
就
職
活
動
を
し

て
い
た
と
き
は
、
地
元
に
ど
の
よ

う
な
雇
用
が
あ
る
の
か
全
然
情
報

も
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
自
ず

と
市
外
の
就
職
を
選
ぶ
し
か
な
か

っ
た
で
す
ね
。

　

大
学
生
の
就
職
活
動
は
通
常
、

合
同
企
業
説
明
会
な
ど
に
出
向
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
話
を
聞

い
た
り
し
て
自
分
に
合
っ
た
企
業

を
探
す
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
実
際
長
崎
や
福
岡
の
説
明
会

に
出
向
き
ま
し
た
が
、
そ
の
場
で

も
平
戸
市
の
雇
用
情
報
は
全
く
な

か
っ
た
で
す
ね
。
大
学
生
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
行
か
な
い
で
す
し
、

一
般
的
に
は
、
合
同
説
明
会
や
リ

ク
ル
ー
ト
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
登

録
を
し
て
職
を
探
す
の
が
主
流
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
元
で
働

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
若
者
も
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た

雇
用
の
情
報
が
ほ
か
の
地
域
と
比

べ
て
平
戸
市
は
少
な
い
の
で
、
働

く
場
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、
地
元
の
こ
と
が
と
て
も

好
き
な
の
で
、
い
ず
れ
戻
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
今
も
ま
だ
強
く

持
っ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
が
な
い

の
で
戻
ろ
う
に
も
戻
れ
ま
せ
ん
。

仮
に
、
職
に
就
い
た
と
し
て
、
ち

ゃ
ん
と
食
べ
て
い
け
る
の
か
と
い

う
不
安
も
あ
り
ま
す
。
今
回
、
波

佐
見
町
に
進
出
し
た
キ
ヤ
ノ
ン
の

よ
う
な
大
手
企
業
の
進
出
な
ど
が

あ
れ
ば
平
戸
市
に
戻
っ
て
こ
れ
る

若
者
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
進
学
と
同
時
に
平
戸
を
離

れ
て
約
10
年
経
ち
ま
す
が
、
地
元

に
は
ち
ょ
く
ち
ょ
く
戻
っ
て
き
て
、

祭
り
な
ど
に
も
地
元
の
青
年
会
の

み
な
さ
ん
と
参
加
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
だ
け
ど
、
帰
っ
て
く
る
た

び
に
感
じ
る
の
は
、
ま
ち
の
活
気

が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

た
っ
た
数
年
間
し
か
地
元
を
離
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
帰
る
た
び
に
寂

れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

実
際
、
帰
っ
て
こ
よ
う
と
し
た
と

き
に
平
戸
市
が
寂
れ
て
い
た
ら
、

帰
っ
て
く
る
の
を
た
め
ら
う
若
者

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と

の
こ
と
が
好
き
な
の
は
当
た
り
前

で
す
が
、
好
き
だ
か
ら
地
元
で
暮

ら
せ
る
か
と
い
う
の
は
別
問
題
で

す
。
や
は
り
安
心
し
て
生
活
で
き

る
と
い
う
生
活
環
境
は
、
こ
の
社

会
情
勢
の
中
、
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト

を
占
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
平
戸
市
が
、
若
者
に
と
っ
て
も

魅
力
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
し
、
若
者
が
活
躍
で
き
る
活

気
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

某製薬会社福岡支店勤務

添島　秀行さん（28）

◎
企
業
紹
介

故郷
回帰

平戸に戻りたいですが、
雇用の場が無いので帰れません。
若者が戻ってこれる雇用の場が
必要ではないでしょうか。

第　４　章

ふるさとへの思い

Corporate IntroductionCorporate Introduction

特 集 ◎ 今、そこにある危機

第
４
章
◎
故
郷
回
帰

第
５
章
◎
企
業
紹
介

猶
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第
５
章
◎
企
業
紹
介

◎会社概要◎◎会社概要◎

　
　
　

道
2
0
4
号
線
の「
た
び

　
　
　

ら
道
の
駅
」の
近
く
の
田

平
町
深
月
免
に
工
場
を
構
え
る

「
赤
木
コ
ー
セ
イ
株
式
会
社
」は
、

平
成
3
年
12
月
に
長
崎
県
と
旧
田

平
町
の
誘
致
企
業
と
し
て
、
愛
知

県
に
あ
る
赤
木
軽
金
属
工
業
㈱
と

光
生
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
工
業
㈱
の

合
資
で
会
社
設
立
し
ま
し
た
。
従

業
員
20
名
か
ら
創
業
を
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
の
後
、
設
備
機
械
の
導
入

や
工
場
の
拡
張
を
行
い
、
現
在
は

従
業
員
1
2
6
人
が
働
い
て
い
ま

す
。
主
な
生
産
品
は
、
オ
ー
ト
バ

イ
・
自
動
車
の
ア
ル
ミ
重
要
保
安

部
品
の
鋳
造
や
産
業
用
ア
ル
ミ
部

品
を
製
造
し
、
大
手
メ
ー
カ
ー
に

納
入
し
て
い
ま
す
。
使
わ
れ
て
い

る
製
品
は
、
北
米
や
欧
州
向
け
の

大
型
バ
イ
ク
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
四

輪
自
動
車
の
部
品
で
、
こ
の
工
場

か
ら
日
本
の
先
進
の
自
動
車
関
連

技
術
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て

い
る
元
気
の
あ
る
企
業
で
す
。

　

製
造
に
あ
た
っ
て
は
、
各
自
動

車
メ
ー
カ
ー
が
車
両
重
量
を
軽
減

す
る
た
め
に
部
品
に
も
シ
ビ
ア
な

軽
量
化
が
要
求
さ
れ
る
中
、
強
度

や
耐
久
性
は
そ
の
ま
ま
で
よ
り
薄

く
、
よ
り
軽
く
、
そ
し
て
、
最
新

の
検
査
分
析
技
術
で
、
最
高
で
は

誤
差
±
0
・
０
１
２
㍉
と
い
っ
た

非
常
に
高
精
度
な
ア
ル
ミ
部
品
を

製
造
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
環
境
へ
の
配
慮
と

し
て
、
平
成
16
年
８
月
に
は
、
環

境
対
応
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格
で

あ
る
I
S
O
1
4
0
0
1
を
取
得

し
て
、
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
や

排
気
対
策
を
行
う
な
ど
、
全
社
を

挙
げ
て
品
質
管
理
と
地
域
へ
の
環

境
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
木
敬
一
代
表
取
締
役
社
長
は
、

「
こ
の
工
場
を
平
戸
市
に
立
地
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
先
代
の
赤
木

社
長
が
田
平
町
出
身
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
地
元
か
ら
の
誘
致
が
あ

り
進
出
し
ま
し
た
。
当
初
は
確
か

に
地
理
的
な
ハ
ン
デ
ィ
な
ど
も
考

慮
す
る
と
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま

し
た
が
、
先
代
社
長
の
地
元
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
熱
意
に
よ
り
立

地
に
至
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
従

業
員
が
仕
事
に
対
し
て
真
面
目
に

取
り
組
む
姿
勢
や
熱
意
な
ど
を
感

じ
、
こ
の
地
域
に
進
出
し
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
心
か
ら
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
工
場
を
拡

大
・
充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

少
し
で
も
地
域
へ
の
貢
献
が
図
れ

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
」と
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

会
社
理
念
で
あ
る「
地
域
に
溶

け
込
み
、
地
域
と
と
も
に
発
展
す

る
会
社
」を
目
指
し
て
、
全
社
員

が
一
丸
と
な
っ
て
世
界
に
向
け
て

技
術
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

地域に溶け込み、地域とともに発展する会社を目指して

赤木コーセイ株式会社

代
表
取
締
役
社
長

赤
木　

敬
一
さ
ん（
53
）

国

会社設立
田平工場新設
本格操業開始
厚生棟新設
機械加工棟新設
熱処理棟新設
中子棟新設
金型倉庫新設
ISO14001 認証取得
仕上検査棟増設
ISO9001 認証取得
金型倉庫・加工棟（新設・増設）

■平成３年 12 月
■平成４年５月
■平成４年 10 月
■平成５年２月
■平成６年７月
■平成９年４月
■平成 13 年５月
■平成 15 年２月
■平成 16 年８月
■平成 17 年１月
■平成 18 年９月
■平成 19 年６月

◎企業沿革◎
赤木コーセイ株式会社
代表取締役社長　赤木　敬一
平戸市田平町深月免110番地5
☎0950-57-0005 FAX：0950-57-0172
平成３年12月18日
5,000万円
126名（平成20年11月1日現在）

■会社名称
■代表者
■本社所在地

■創立年月日
■資本金
■従業員数

◎会社概要◎

Corporate Introduction
「高度な技術で、世界へ。
　徹底した品質管理と
　地域への環境対策、
　お客様のニーズに応じた
　高精度アルミ部品を手がける」

特 集 ◎ 今、そこにある危機

創業以来、オートバイ・自動車の重要保安部品、また産
業用ロボット・モーター部品などを、アルミニューム金
型傾斜鋳造成形、中子成形、熱処理から機械加工まで一
貫した生産活動に邁進。近年は、地球環境保護のため、
ハイブリッドエンジン・燃料電池・ノン有害物質化・完
全リサイクル技術などが注目される中、アルミ部品にも
軽量化・リサイクル技術が求められており、３ＣＣＤマ
イクロスコープや３次元測定機などの最新の設備も導入
し、日々研究開発・生産活動をしている。

広報ひらど 平成20年12月号 12Hirado City Public Relations,2008.1213



名称名称

　
　
　

浦
市
に
本
社
が
あ
る「
株

　
　
　

式
会
社
森
シ
ス
テ
ム
」は
、

合
併
後
の
平
戸
市
第
1
号
の
誘
致

企
業
と
し
て
、
平
成
19
年
１
月
に

田
平
町
一
関
免
に
長
崎
工
場
を
建

設
し
ま
し
た
。
こ
の
工
場
で
は
現

在
、
20
〜
30
代
を
中
心
に
25
名
が

働
い
て
お
り
、
若
い
パ
ワ
ー
で
高

度
な
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

取
り
扱
っ
て
い
る
製
品
は
、
工

場
向
け
の
産
業
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
関
連
の
機
械
に
か
か
わ
る
企
画
、

設
計
、
製
作
お
よ
び
そ
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本

各
地
の
自
動
車
産
業
を
主
に
、
食

品
工
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の

工
場
に
納
品
し
、
一
部
で
は
海
外

へ
も
納
品
す
る
な
ど
、
日
本
の
モ

ノ
づ
く
り
の
根
底
を
先
進
の
技
術

力
で
支
え
て
い
る
と
同
時
に
、
こ

の
地
域
か
ら
世
界
に
向
け
て
高
い

技
術
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

製
品
の
受
注
を
受
け
る
際
に
は
、

企
画
段
階
か
ら
携
わ
り
、
製
品
仕

様
の
提
案
を
行
い
ま
す
。
時
に
は
、

全
く
ゼ
ロ
か
ら
の
機
械
設
計
を
行

う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
的
確
に

対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の

た
め
に
は
、
相
手
企
業
と
の
充
分

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

要
望
を
適
切
に
理
解
し
な
が
ら
設

計
し
て
、
製
造
に
反
映
し
て
い
く

能
力
と
技
術
が
求
め
ら
れ
る
そ
う

で
す
。

　

森
シ
ス
テ
ム
で
は
、「
培
っ
た

技
術
に
よ
っ
て
社
会
・
公
共
に
奉

仕
す
る
」と
い
う
創
業
精
神
の
も

と
、製
造
業
に
必
要
な「
品
質
」「
価

格
」「
ス
ピ
ー
ド
」を
よ
り
一
層
高

め
る
た
め
、
社
員
同
士
が
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
努
力
を
重
ね
て
お
り
、

電
動
力
応
用
、
産
業
の
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
な
ど
市
場
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
特

徴
あ
る
技
術
と
製
品
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

森
卓
哉
代
表
取
締
役
は
、「
今
後
、

子
や
孫
の
代
ま
で
、
こ
の
地
域
を

豊
か
に
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、

農
林
水
産
業
に
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
企

業
と
し
て
日
本
や
世
界
規
模
で
の

品
質
な
ど
の
競
争
力
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
石
を
一
つ
ず
つ
積
み

上
げ
て
い
く
、
地
道
な
努
力
が
必

要
で
す
。
従
業
員
に
は
そ
の
厳
し

さ
を
解
っ
て
も
ら
い
、
こ
の
地
域

で
実
力
を
発
揮
し
て
、
首
都
圏
な

ど
の
中
央
の
技
術
者
と
対
等
に
競

争
で
き
る
技
術
者
の
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
計
画

と
し
て
は
、
こ
の
地
域
の
豊
か
な

自
然
環
境
の
特
性
を
活
か
し
て
、

今
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
で
新
し

い
産
業
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
」と

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
世
界
に
通
用
す
る
技

術
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
、
地

域
に
新
た
な
産
業
が
創
出
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
で
き
る
会
社
を
目

指
し
て
、
日
々
研
究
と
努
力
を
続

け
て
い
ま
す
。

世界に認められる技術開発を目指して

株式会社森システム

松

株式会社森システム
代表取締役　森 卓哉
松浦市御厨町上登木免412番地6
☎0956-75-2931　　FAX：0956-75-2933
東京都港区芝大門2丁目9番8号
シャンデールビル4F-A号室
☎03-3433-3323　　FAX：03-3433-3624
平戸市田平町一関免字立部39-3
☎0950-21-1515　FAX：0950-21-1518 
福岡県北九州市八幡西区熊西1丁目3番5号
☎093-981-1399　FAX：093-645-0655 
平成元年7月
1,100万円
33名（平成20年11月1日現在）

■会社名称
■代表者
■本社所在地

■東京営業所所在地

■長崎工場所在地

■北九州営業所所在地

■創立年月日
■資本金
■従業員数

◎会社概要◎
個人企業にて開業
有限会社 森システム設立
松浦市御厨町駅通りに移転
松浦市御厨町上登木免に移転
工場新設
東京営業所開設
株式会社に組織変更
田平町一関免に長崎工場新設
（新・平戸市誘致企業第１号）

■平成元年７月
■平成２年６月
■平成３年４月
■平成４年５月
■平成９年11月
■平成13年10月
■平成15年８月
■平成19年１月

◎企業沿革◎

代
表
取
締
役

森　

卓
哉
さ
ん（
56
）

Corporate Introduction

「
世
界
規
模
の
競
争
に
負
け
な
い

　

高
い
技
術
と
品
質
を
。

　

首
都
圏
な
ど
の
中
央
の
技
術
者
と

　

対
等
に
競
争
で
き
る

　

技
術
者
の
育
成
を
目
指
し
て
」

特 集 ◎ 今、そこにある危機

第
５
章
◎
企
業
紹
介

会社設立以来、自動車・半導体・食品・医療・通信の各分野で省力
化機械および検査設備の受託開発を中心に各メーカーに森システム
の技術・製品を提供している。近年は、生産ラインのコンピューター
を導入したシステム化が進み、また、産業用ロボットの需要が増え、
仕様まとめから設計製作・メンテナンスまでの一貫した業務を行っ
ている。さまざまな製品開発を通じて平戸発信の全国メーカーにな
るように日々精進している。
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会社会社会社創立
工場新設
工場増築・造成
工場増築

■昭和 49 年 3月
■昭和 60 年 9月
■平成４年 3月
■平成７年 12 月

◎企業沿革◎

　
　
　

道
2
0
4
号
線
の
田
平
東

　
　
　

小
学
校
前
か
ら
入
る
市
道

上
亀
線
沿
い
に
あ
る「
合
同
産
業

株
式
会
社
」は
、
昭
和
49
年
に
創

業
し
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
で
、

主
に
農
業
用
・
水
産
用
の
大
型
タ

ン
ク
や
交
通
機
材
を
製
造
し
て
い

ま
す
。
農
作
物
の
防
除
な
ど
農
作

業
で
使
用
す
る
ロ
ー
リ
ー
タ
ン
ク

は
、
九
州
で
は
半
数
を
超
え
る

シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
お
り
、
販
売
店

を
通
じ
て
、
本
市
の
農
家
の
み
な

さ
ん
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、

こ
の
会
社
の
製
品
を
使
用
し
て
い

る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
速
道
路
を
走
る
と
料

金
所
な
ど
の
分
離
帯
で
必
ず
目
に

す
る
交
通
機
材
な
ど
も
製
造
し
て

い
ま
す
。
こ
の
交
通
機
材
は
、
も

と
も
と
フ
ラ
ン
ス
製
の
製
品
が
主

流
で
し
た
が
、
国
産
化
の
動
き
が

高
ま
る
中
、
い
ち
早
く
製
造
に
着

手
し
、
今
で
は
、
日
本
で
も
有
数

の
シ
ェ
ア
を
誇
る
会
社
と
な
り
ま

し
た
。

　

製
品
が
で
き
る
ま
で
の
工
程
は
、

原
料
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
ウ
ダ
ー

と
い
わ
れ
る
粉
末
状
の
樹
脂
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
製
品
に
応
じ
た
金
型

に
流
し
込
み
、
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で

金
型
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
、
製
品

に
よ
り
20
分
か
ら
60
分
ぐ
ら
い
焼

き
付
け
て
い
く
作
業
を
行
っ
た
後
、

熱
を
冷
ま
し
て
完
成
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
焼
き
付
け
の
際
に
使

用
す
る
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
や
原
材
料

の
価
格
高
騰
に
よ
り
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
細
か

な
物
流
や
経
費
の
コ
ス
ト
軽
減
を

行
い
な
が
ら
運
営
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
製
品
を
丁
寧
に
作
り

上
げ
る
こ
と
で
納
入
先
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
モ
ノ
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
他
社
と
の
厳
し
い
競
争
の
中

で
も
納
入
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
の
多
く
は
定
年
ま
で
こ

こ
で
働
い
て
い
る
そ
う
で
、
立
石

幸
雄
代
表
取
締
役
は
、「
他
社
に

負
け
な
い
く
ら
い
の
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
を
持
っ
て
真
面
目
な
努
力
を

す
る
社
員
を
地
元
の
人
間
か
ら
育

て
て
い
く
に
は
、
会
社
が
し
っ
か

り
と
し
て
、
良
い
製
品
を
造
り
続

け
、
社
員
に
夢
を
持
た
せ
る
こ
と

が
で
き
る
企
業
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
若
者
は
ど
う

し
て
も
東
京
な
ど
の
都
会
に
憧
れ

が
あ
り
ま
す
が
、
企
業
が
日
々
努

力
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
高
度
な

技
術
を
追
い
求
め
て
い
く
こ
と
で
、

こ
の
会
社
に
い
つ
ま
で
も
勤
め
た

い
と
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
」と
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
平
戸
市
か

ら
、
全
国
に
向
け
て
高
い
技
術
を

活
か
し
た
製
品
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
日
々
努
力
と
研
究
と
重
ね
て

い
ま
す
。

熟練した技術でお客様のニーズに応える

合同産業株式会社

国

代
表
取
締
役

立
石　

幸
雄
さ
ん（
60
）

合同産業株式会社
代表取締役　立石　幸雄
平戸市田平町上亀免705番地
☎0950-57-1961　FAX：0950-57-1725
昭和49年3月6日
1,500万円
22名（平成20年11月1日現在）

■会社名称
■代表者
■本社所在地

■創立年月日
■資本金
■従業員数

◎会社概要◎

Corporate Introduction

「
農
業
用
水
タ
ン
ク
か
ら

　

高
速
道
路
な
ど
の
交
通
機
材
ま
で
、

　

熟
練
し
た
技
術
で

　

幅
広
い
分
野
の
製
品
を
手
が
け
る

　

確
か
な
モ
ノ
づ
く
り
」

特 集 ◎ 今、そこにある危機

第
５
章
◎
企
業
紹
介

当初は、農業や水産業など県内の第一次産業向けのプラ
スチック製品の需要が高く、ローリータンクを中心に生
産活動を展開。また、昭和58年から、高速道路などで設
置されている交通機材にも着手。道路用の交通機材は、
もともとフランスの製品が主流だったが、物流コストの
問題から、当時、国産化の動きがあり、ちょうどその頃
原料メーカーからの紹介もあって同社で取り扱うように
なる。そのほか、パワーショベルのボンネットカバーキャ
ノピーなど、他社が真似出来ない高い技術をもって幅広
い製品を手がけている。
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会社創立
有限会社一六技研として法人設立
事務所・工場増設
第二工場新設（現・第一工場）
第二工場増設（現・第一工場）
工場増設（製缶工場）
新工場（現・本社工場）竣工
本社移転

■平成元年 4月
■平成元年 6月
■平成 4年 2月
■平成 6年 2月
■平成 7年 10 月
■平成 9年 12 月
■平成 19 年 6月
■平成 20 年 3月

◎企業沿革◎

　
　
　

限
会
社
一
六
技
研
は
、
国

　
　
　

道
２
０
４
号
線
の
一
六
海

岸
付
近
か
ら
山
手
に
登
っ
た
中
腹

の
田
平
町
上
亀
免
に
本
社
工
場
と
、

そ
の
ほ
か
、
田
平
地
区
に
２
つ
の

工
場
が
あ
り
、
今
年
度
で
創
業
20

年
を
迎
え
る
フ
ッ
素
樹
脂
加
工
を

行
う
会
社
で
す
。

　

フ
ッ
素
樹
脂
に
よ
る
加
工
技
術

は
、
金
属
製
の
配
管
や
機
器
な
ど

を
さ
び
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
耐

熱
性
、
耐
薬
品
性
や
耐
候
性
な
ど

に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
化
学

薬
品
工
場
、
製
鉄
所
や
半
導
体
工

場
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
無
く
て

は
な
ら
な
い
技
術
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
に
回
転
成
形
ラ
イ
ニ
ン
グ
や

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
施
工

技
術
で
の
受
注
が
一
番
多
く
、
大

型
の
機
器
な
ど
に
施
さ
れ
、
複
雑

な
形
状
が
継
目
な
く
成
形
で
き
る

こ
と
が
特
徴
で
、
関
西
や
関
東
を

中
心
に
日
本
全
国
に
納
入
す
る
な

ど
、
そ
の
技
術
は
各
地
で
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
に
新
工
場
と
事
務
所

を
現
在
地
に
建
設
し
、
そ
の
際
に

導
入
し
た
加
工
を
施
す
大
型
機
械

は
、
独
自
の
技
術
と
ア
イ
デ
ア
で

開
発
し
、
自
社
で
組
み
上
げ
て
設

置
し
ま
し
た
。
同
社
で
は
現
在
、

田
平
地
区
や
松
浦
市
の
従
業
員
を

中
心
に
25
人
が
働
い
て
お
り
、
更

な
る
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て

「
も
し
・
・
・
？
可
能
性
に
挑
戦
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
社
員
一
丸
と
な
っ

て
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

福
田
実
代
表
取
締
役
は「
わ
が

社
で
は
、
企
業
と
し
て
ご
く
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
が
、
お
客
様
の

要
望
に
で
き
る
限
り
応
え
、『
優

れ
た
品
質
』、『
低
コ
ス
ト
で
納
期

限
を
守
る
』と
い
う
こ
と
を
、
一

つ
ず
つ
積
み
上
げ
て
、
お
客
様
と

の
信
頼
関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
従

業
員
に
も
お
客
様
か
ら
受
け
た
も

の
は
、
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て

や
り
遂
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
圏
の

メ
ー
カ
ー
の
方
が
訪
問
さ
れ
る
と

必
ず
、
こ
の
自
然
溢
れ
る
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
地
元
で
獲
れ
た
魚
の
美

味
し
さ
を
喜
ん
で
く
れ
て
話
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

確
か
に
こ
の
地
域
は
、
交
通
な
ど

の
面
で
は
不
便
で
す
け
ど
、
逆
に

開
発
さ
れ
て
い
な
い
自
然
が
残
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
利
点
に
で
き
る

要
素
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
地
域
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
ま
た
、
働
い
て
い
る
従
業
員

や
そ
の
家
族
の
生
活
を
守
る
た
め

に
、
企
業
と
し
て
日
々
努
力
を
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

多
種
多
様
な
分
野
の
メ
ー
カ
ー

か
ら
は
も
と
よ
り
、
地
域
か
ら
も

信
頼
さ
れ
る
会
社
と
し
て
、
安
心

と
信
頼
の
技
術
を
日
本
全
国
に
発

信
し
て
い
ま
す
。

確かな実績が物語る、安心と信頼の技術を

有限会社一六技研

有

有限会社一六技研
代表取締役　福田　実
平戸市田平町上亀免1306番地
☎0950-57-0518　FAX：0950-57-2109
平戸市田平町上亀免705番地
☎0950-57-1621　FAX：0950-57-3546
平戸市田平町小崎免10番地1
平成元年４月
300万円
25名（平成20年11月1日現在）

■会社名称
■代表者
■本社所在地

■第一工場所在地

■第二工場所在地
■創立年月日
■資本金
■従業員数

◎会社概要◎

代
表
取
締
役

福
田　

実
さ
ん（
58
）

Corporate Introduction
「
フ
ッ
素
樹
脂
の

　

回
転
成
形
ラ
イ
ニ
ン
グ
、

　

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加
工
を
軸
に

　

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

　

信
頼
あ
る
会
社
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

特 集 ◎ 今、そこにある危機

第
５
章
◎
企
業
紹
介

創業以来、フッ素樹脂の回転成形ライニング＆コーティ
ング加工を主に家庭日用品から化学工業、食品機械、半
導体、一般産業機械など幅広い分野の製品を手がけてい
る。フッ素樹脂は、耐薬品性、耐熱性、非粘着性、電気
特性などに優れているため、国内外から塔層類、配管、
機器類など幅広い製品の受注している。フッ素樹脂加工
のほか、一般産業機械の設計・製作、合成樹脂の加工お
よび販売なども手がける。
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　私は赤木コーセイの営業部で勤務しています。会社
はアルミ鋳造による自動車部品やバイクの部品、産業
用ロボットの部品製造を行っています。男性型の企業
ですが、女性も２割程おり、男性と一緒に日々頑張っ
て働いています。今では、高校から地元で働けて、結
婚しても働ける雇用の環境があって本当によかったと
思っています。しかし、住んでいる地区では、私が一
番若く、また、保育園でも昔に比べると子どもの数は
少ないし、本当に地域に若い人がいないと感じます。
若い人が残れるような何かを本当に考えなきゃいけな
いかなと切実に思っています。

地域に若い人が
残っていません。
若い人が残れる
まちのために何かを

赤木コーセイ株式会社

金 﨑 文 子 さん
◎所　属　営業部
◎勤続年数　11年

　森システムに就職して２年です。会社は、機械設備
や設計を行う会社で、車のエアバック工場で使用する
装置を作ったり、産業用ロボットにリーチングといい
ますが、作業に応じた動きを教えるプログラムを組み
込んだりしています。愛知で働いていたのですが、地
元に帰りたいと思っていたときに、平戸に企業誘致で
森システムができると知ったので、頑張ってみたいな
と思って入社しました。最初は、一から覚える感じ
だったので大変でしたが、今後は一人でも現場にいけ
るように、また、後輩にも指導ができるように頑張っ
ていきたいと思います。

地元で働きたいと
思っていたときに
ちょうど企業誘致があり
入社しました

株式会社森システム

嵜 本 秀 次 さん
◎所　属　エンジニアリング事業部
◎勤続年数　２年

　私は、愛知で２年勤めた後、地元に戻り一六技研に
就職し、現在４年目になります。会社は、フッ素樹脂
関係の仕事で、主に配管などの部品を腐食に耐えられ
るように樹脂を焼き付けして製品としています。親が
この会社を経営している関係で、地元に戻りましたが、
一人暮らしのときは、コンビニとかで偏食でしたが、
戻ってからは、きちんとした食事を取ることができる
などのメリットがありました。今後は、経営者の父が
退いたとしても、モノづくりについて真面目に取り組
んで品質を維持しつつ、少しでも進化できるよう、今
後も頑張っていきたいと思っています。

後継する立場の世代として
更に品質の良い
ものづくりを目指したい

『
働
き
が
い
と
誇
り
を
持
っ
て

　

共
に
地
域
を

　
　
　

育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
』

有限会社一六技研

福 田 泰 也 さん
◎所　属　コーティング部
◎勤続年数　３年

平戸市企業立地推進本部

本部長  森 田 茂 則

　私が勤めている合同産業㈱は、農業のローリータン
クや交通機材などのプラスチックの製造販売を行って
います。会社には、ベテランの方が多く、仕事に対し
てプロ意識を持って取り組んでいます。また、昨今の
原油や原材料の高騰の影響、景気の問題など厳しい状
況にありますが、以前から配送などに工夫を凝らしな
がら細かい経費削減に努めており、何とか乗り切って
いるところです。今後は、決して楽な仕事ではありま
せんが、若手の人とコミュニケーションを取りながら、
モノづくりの素晴らしさや良いところを伝えていけれ
ばと思っています。

今回、市内４企業で勤める若者の意見
を伺いながら、それぞれが自分の仕事
に働きがいを感じ、誇りを持って頑
張っている姿と企業の姿勢を感じまし
た。今の情勢は景気の後退もあり、先
行き不透明ですが、今後とも市内の製
造業を牽引して頂き、産業の発展に努
めていただきたいと期待します。

ものづくりのすばらしさや
いいところを
若い人たちに伝えていければ
と思っています

合同産業株式会社

深 浦 一 成 さん
◎所　属　営業課
◎勤続年数　６年 若者

定住

第　６　章

平戸の未来を語る

若
者
の
市
外
流
出
は
、
本
市
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
で
す
。

今
後
の
平
戸
市
の
産
業
を
考
え
る
と
、

未
来
の
担
い
手
で
あ
る
べ
き
若
者
の
減
少
に
よ
る

産
業
の
衰
退
化
は
否
め
ま
せ
ん
。

若
者
が
平
戸
市
に
定
住
で
き
る
よ
う
な
雇
用
の
受
け
皿
、

地
域
の
活
性
化
を
含
め
た
雇
用
の
創
出
と
は
。

若
者
が
定
住
で
き
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

未
来
を
担
う
若
者
が

　

平
戸
に
住
め
な
い
現
実　

　

今
回
、
地
域
の
企
業
で
働
く
４
名
と
意

見
交
換
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
根
ざ

し
て
働
く
こ
と
へ
の
思
い
や
モ
ノ
づ
く
り

に
取
り
組
む
姿
勢
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
と
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
意
見
交
換

や
企
業
訪
問
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
で
す

が
、
こ
の
地
域
か
ら
全
国
に
向
け
て
事
業

を
展
開
す
る
中
で
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
企

業
や
従
業
員
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
は
、
な
か
な
か
企
業
に

人
材
が
集
ま
ら
ず
、
後
継
者
や
技
術
者
が

不
足
す
る
と
い
っ
た
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　

前
述
し
て
い
ま
す
が
、
雇
用
の
場
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
高
校
を
卒
業
す
る
生
徒

た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
、
県
外
に
就
職
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
都
会
に
出
て
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
故
郷
に
戻
り
た
い
と
思
っ
て
も

自
分
の
望
む
仕
事
が
な
い
と
い
う
の
が
実

情
で
す
。
未
来
を
担
う
べ
き
若
者
が
、
希

望
す
る
雇
用
条
件
と
合
わ
ず
に
、
平
戸
に

住
め
な
い
と
い
う
現
実
を
私
た
ち
は
受
け

止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、
地
域
に

住
む
人
た
ち
も
含
め
て
、
総
合
的
に
そ
の

地
域
に
魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
か
ど
う
か
と

い
う
点
が
重
要
で
す
。
本
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
水
産
業
も
含
め
、
後
継
者
や

担
い
手
不
足
の
問
題
は
深
刻
で
す
。
今
後
、

私
た
ち
は
、
地
域
の
活
性
化
も
含
め
て
、

若
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
将
来
に
つ
い

て
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
な
が
ら
、
出
来

る
こ
と
か
ら
地
道
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

地
域
が
抱
え
て
い
る
こ
の
厳
し
い
現
状

を
、
も
う
何
を
や
っ
て
も
駄
目
だ
と
思
っ

て
諦
め
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
行
政
を
含

め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
や
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
の
事
業
者
な
ど
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
平
戸
市
の
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
企
業
誘

致
も
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
す
が
、
別
の

形
で
の
新
た
な
解
決
策
と
し
て
、
地
域
に

若
者
を
定
住
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
産
業

を
確
立
さ
せ
る
な
ど
、
平
戸
の
地
域
資
源

や
人
材
を
活
用
し
、
雇
用
創
出
に
結
び
つ

け
る
取
り
組
み
が
今
の
平
戸
市
に
必
要
な

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

産業の未来は、若者の定住から。
若者を平戸市に定住させる
産業の確立が必要。

◎地元企業（製造業）で働くみなさんに聞きました

特 集 ◎ 今、そこにある危機

第
６
章
◎
若
者
定
住

第
６
章
◎
若
者
定
住

INTERVIEW
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特 集 ◎ 今、そこにある危機

平戸市の産業は今、危機的状況に直面しています。
産業の衰退は、平戸市の衰退そのものです。
少子高齢化、過疎化、後継者不足など、
平戸市を取り巻く環境は、厳しい状況にあります。
だからこそ、今、私たちは平戸市の未来について
考えなければなりません。

誰もが同じ「不安」を抱えています。
だけど、それを口にする人はあまりいません。
なぜなら、言葉にすることで、
重たい現実がみなさんにのしかかってくるからです。

今、平戸市を取り巻く厳しい状況の中、
子どもが就職するときに
「平戸に残れ」と言える親が果たしてどれくらいいるのでしょうか。
子どものことを思えばこそ、
都会に出て行く子どもたちを止めることができないのではないでしょうか。
それは、働く世代の私たちが今の平戸市に不安を抱えている証拠です。

今、平戸市の未来が危惧されています。
果たして、10年後、20年後、なお一層若者が減少したとき、
深刻な後継者不足という厳しい現実を抱える平戸市の産業は、
どうなっているのでしょうか。

今、そこにある危機。
この危機的状況を乗り越えるには、
正面からこの問題を受け止め、
未来の平戸市のためにできることを、一人ひとりが考えなければなりません。

平戸市には、豊かな自然と歴史があります。
豊かな自然が育む資源に溢れています。
そして何より温かいまちの人々がいます。
平戸市は無限に広がる可能性を秘めた“まち”だと確信しています。

市内には世界を相手に高い技術力と確かなモノづくりで
努力している企業があります。
地域に対する熱い思いと信念、
平戸市でもできるんだという自信と希望を与えてくれました。

「未来」は自分たちの手で築くもの。
未来を築くのは現代に生きる私たちの役目です。
私たちには、平戸の未来に、子や孫の世代に、
ふるさとである「平戸」を
住みよいまちとして残す責任があります。
それがこの地に生まれ、育ててもらった
たった一つのふるさと「平戸」への恩返しではないでしょうか。

このふるさとが、いつまでも笑顔溢れるふるさとであるために。
誰もが同じ思いを持っています。
共に築きましょう、未来への１ページを。
平戸市の無限に広がる可能性を信じて・・・。

特集「今、そこにある危機」　－　完
■取材協力　長崎屋航太くん、遥香ちゃん、蒔人くん（川内峠にて）

未来の平戸市が
　子どもたちの笑顔でいっぱいの
　　ふるさとであるために・・・

ご意見をお待ちしています
特集「今、そこにある危機」はいかがでしたか？総務
課秘書広報班では、今回の特集の率直な感想やご意
見を募集しています。市民のみなさんの平戸市への
思いなどたくさんのお便りお待ちしています。
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◎決算の状況（一般会計）

◎歳入の内訳

歳 入 総 額

歳 出 総 額

差 引 額

翌年度繰越額

実 質 収 支

貯金の取り崩し

234億9,304万円

233億2,470万円

1億6,834万円

3,325万円

1億3,509万円

2,100万円

　市では、毎年２回「市の財政事情」を公表していますが、今回は、平成19年度の決算、市有財産、
市債の残高などの状況についてお知らせします。
　また、平成20年度上半期（４月～９月）の予算執行状況についてもお知らせします。
お問い合わせ　財政課財政班　☎内線2354

平戸市の台所（財政）事情を
お知らせします
平戸市の台所（財政）事情を
お知らせしますー平成ー平成1919年度決算報告ー年度決算報告ーー平成19年度決算報告ー

◎
平
成
19
年
度
の
決
算
状
況

◎
指
標
で
見
る
市
の
財
政
状
況

◎
今
後
の
財
政
運
営

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳

入
2
3
4
億
9
3
0
4
万
円
、
歳
出

2
3
3
億
2
4
7
0
万
円
で
、
歳
入
歳
出

差
引
1
億
6
8
3
4
万
円
で
あ
り
、
翌
年

度
に
使
い
道
が
決
ま
っ
て
い
る
3
3
2
5

万
円
を
差
し
引
く
と
１
億
3
5
0
9
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度

も
1
億
4
8
3
2
万
円
の
黒
字
で
し
た
が
、

不
足
す
る
財
源
と
し
て
貯
金
を
２
億

6
0
0
0
万
円
取
り
崩
し
て
い
る
た
め
実

質
的
に
は
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
税
源
移
譲
に
よ
り
市
税
は

増
え
て
い
ま
す
が
、
国
か
ら
の
仕
送
り
で

あ
る
地
方
交
付
税
な
ど
は
大
き
く
減
少
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
債
で
は
新
し
く
基

金
を
造
成
す
る
た
め
に
15
億
5
４
0
万
円

を
借
り
入
れ
た
た
め
増
加
し
て
お
り
、
歳

出
で
も
積
立
金
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
が
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
行
政
改
革
に
基
づ

い
た
職
員
定
数
の
見
直
し
や
給
与
の
５
％

カ
ッ
ト
が
影
響
し
て
い
る
た
め
で
す
。
公

債
費
は
過
去
に
借
り
入
れ
た
市
債
の
大
き

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
比
較
し

分
析
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
財
政
指
標
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

そ
う
し
た
指
標
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の
も

の
を
使
い
、
本
市
の
財
政
状
況
が
ど
の
よ

う
に
推
移
し
て
い
る
の
か
見
て
い
き
ま
す
。

Special Edition

特　集

区　分 平成19年度

219億2,185万円

216億8,333万円

2億3,852万円

9,020万円

1億4,832万円

2億6,000万円

平成18年度

15億7,119万円

16億4,137万円

△7,018万円

△5,695万円

△1,323万円

△2億3,900万円

市 税

分担金・使用料等

そ の 他

自主財源計

地方交付税等

市 債

国庫支出金

県 支 出 金

そ の 他

依存財源計

合 計

27億9,693万円

5億6,493万円

12億1,240万円

45億7,426万円

105億7,531万円

39億3,120万円

21億7,650万円

19億9,030万円

2億4,547万円

189億1,878万円

234億9,304万円

11.9％

2.4％

5.2％

19.5％

45.0％

16.7％

9.3％

8.5％

1.0％

80.5％

100.0％

2億2,779万円

△1,999万円

1億2,196万円

3億2,976万円

△4億2,712万円

16億3,290万円

1億7,992万円

3億7,564万円

△5億1,990万円

12億4,144万円

15億7,120万円

◎歳出の内訳

人 件 費

公 債 費

扶 助 費

義務的経費計

補 助 費 等

物 件 費

積 立 金

繰 出 金

そ の 他

任意的経費計

投資的経費

合 計

39億2,830万円

35億2,593万円

29億4,451万円

103億9,874万円

24億8,245万円

20億4,660万円

20億3,937万円

15億8,920万円

5億1,552万円

86億7,314万円

42億5,282万円

233億2,470万円

16.9％

15.1％

12.6％

44.6％

10.6％

8.8％

8.8％

6.8％

2.2％

37.2％

18.2％

100.0％

区　分 平成19年度 構成比

△6,551万円

△1億4,377万円

4,678万円

△1億6,250万円

3,587万円

1億1,796万円

19億6,367万円

△1億2,782万円

9,825万円

20億8,793万円

△2億8,406万円

16億4,137万円

対前年度増減額区　分 平成19年度 構成比 対前年度増減額

対前年度増減額

◎平戸市の主な財政指標

経常収支比率
市債残高
財政調整・減債基金残高
実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率
　　　　　　　( 病院事業）
　　　　　　　（水道事業ほか）

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

⑧

99.2％
296億9,902万円
24億2,738万円

17.2％

項　目

98.6％
307億2,546万円
24億3,651万円

－
－

16.8％
127.0％
2.2％
－

19年度18年度

12.99％
17.99％
25.0％
350.0％

早期健全化
基準

20.00％
40.00％
35.0％

－

財政再生
基準

①
経
常
収
支
比
率

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
表
す
指
標
で
、

こ
の
割
合
が
高
い
ほ
ど
、
財
政
的
余
裕
が

少
な
く
、
臨
時
的
な
支
出
に
対
応
で
き
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
19
年
度
は

0
・
6
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、98
･
6
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
は
、
地
方
交
付
税

な
ど
の
歳
入
が
減
少
し
た
も
の
の
、
そ
の

減
少
額
以
上
に
、
人
件
費
な
ど
歳
出
に
お

け
る
経
常
的
な
経
費
の
減
少
額
が
大
き

か
っ
た
た
め
で
す
。

②
市
債
残
高

　

前
年
よ
り
10
億
2
6
4
4
万
円
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
は
、
合
併
後
の
個

性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
使
う「
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
基
金
」を
新
た
に
造
成
す
る
た

め
に
市
債
15
億
5
4
0
万
円
を
発
行
し
た

た
め
で
、
こ
の
特
殊
な
要
因
を
除
い
た
市

債
残
高
は
2
9
2
億
2
0
0
6
万
円
と
な

り
平
成
18
年
度
よ
り
４
億
7
8
9
6
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
財
政
調
整
・
減
債
基
金
残
高

　

単
年
度
で
財
源
が
不
足
す
る
場
合
に
、

そ
れ
を
補
う
た
め
の
貯
金
の
こ
と
で
、
平

成
18
年
度
よ
り
9
1
3
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。
平
成
18
年
度
は
財
源
不
足
を
補
う

た
め
、
貯
金
を
２
億
6
0
0
0
万
円
取
り

崩
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
19
年
度
は
歳
出

に
お
け
る
経
費
節
減
な
ど
に
よ
り

2
1
0
0
万
円
の
取
り
崩
し
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▼
新
た
な
財
政
指
標『
財
政
健
全
化
判
断

　

比
率
』と『
資
金
不
足
比
率
』

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
を
適
正
に
運
営

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

が
平
成
19 

年
6 

月
に
制
定
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
指
標
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
新
た

な
財
政
指
標
と
し
て「
財
政
健
全
化
判
断

比
率
」お
よ
び「
資
金
不
足
比
率
」の
公
表

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
指
標
は
、

「
早
期
健
全
化
」と「
財
政
再
生
」の
2 

段

階
で
財
政
悪
化
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も

に
、
特
別
会
計
や
企
業
会
計
も
含
め
た
連

結
決
算
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
全
体
の
財

政
状
況
を
よ
り
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
次
の
５
つ
の
指
標
に
よ
り
健
全

度
を
判
断
し
ま
す
。

④
実
質
赤
字
比
率

　

市
の
福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど

を
行
う
一
般
会
計
の
赤
字
を
示
す
も
の
で
、

黒
字
の
た
め
該
当
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑤
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
だ
け
で
な
く
、
水
道
・
病
院

事
業
な
ど
の
全
て
の
特
別
・
企
業
会
計
も

含
め
た
市
全
体
の
赤
字
を
示
す
も
の
で
す

が
、
黒
字
と
な
っ
た
た
め
該
当
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

⑥
実
質
公
債
費
比
率

　

市
の
財
政
規
模
に
対
し
て
の
実
質
的
な

負
債
の
負
担
割
合
を
示
す
指
標
で
、
16
・

8
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
率
が
高
い
ほ
ど

負
債
の
返
済
に
よ
る
財
政
運
営
の
硬
直
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、

18
・
0
を
超
え
る
と
市
債
の
発
行
に
国
の

許
可
が
必
要
と
な
り
、
25
・
0
を
超
え
る

と
市
債
の
発
行
が
一
部
制
限
さ
れ
ま
す
。

⑦
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
の
借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て

い
く
負
担
な
ど
が
、
財
政
を
圧
迫
す
る
可

経営健全化基準
20.0％

能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示
す
も
の
で
、

1
2
7
・
0
と
な
り
ま
し
た
。

⑧
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額
を
、
事

業
規
模
に
対
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
況

の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。
病
院
事
業

に
つ
い
て
は
2
・
2
で
し
た
が
、
健
全
化

基
準
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
ほ
か
4
会
計
に
つ
い

て
も
該
当
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
財
政
健
全
化
判
断
比
率
」お
よ
び「
資

金
不
足
比
率
」は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
ご

と
に
一
定
の
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
基
準
を
上
回
る
財
政
状
況
の
悪
い
団

体
は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
・
実
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
市
は
全
て

の
比
率
に
お
い
て
基
準
を
下
回
っ
た
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
決
算
は
、
財
政
指
標
に
見

る
よ
う
に
平
成
18
年
度
と
比
べ
る
と
改
善

さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

歳
入
の
多
く
を
国
か
ら
の
支
援
で
ま
か

な
っ
て
い
る
本
市
に
お
い
て
は
、
国
の
制

度
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
特
に
歳
入
の
4
割
以
上
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
、
市
町
村
合
併
の
特
例
措

置
が
段
階
的
に
減
少
す
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
歳
入
歳
出
の

バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
考
え
な
が
ら
、
健
全

な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

資金不足比率

今
ま
で
の
指
標

新
た
な
指
標

な
償
還
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

物
件
費
や
補
助
費
な
ど
に
つ
い

て
は
、
行
政
改
革
に
よ
る
事
業

の
見
直
し
や
経
費
の
節
減
な
ど

を
行
っ
た
も
の
の
、
新
た
な
経

費
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
開
始
に
伴
う
準
備
経
費
な
ど

臨
時
的
に
必
要
と
な
っ
た
経
費

が
生
じ
た
た
め
増
加
し
て
い
ま

す
。



広報ひらど 平成20年12月号 26Hirado City Public Relations,2008.1227

◎特別会計

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（度島直診勘定）

国民健康保険（大島直診勘定）

老人保健

介護保険（保険事業勘定）

介護保険（サービス事業勘定）

簡易水道事業

農業集落排水事業

宅地開発事業

あづち大島いさりびの里事業

給与管理

予算現額 収入済額 予算現額 支出済額

収入支出差引額

54億5,653万円

4,581万円

1億5,297万円

58億1,080万円

32億3,163万円

3,943万円

5億2,963万円

2,425万円

2,667万円

5,831万円

35億8,691万円

53億9,036万円

4,581万円

1億5,297万円

58億1,080万円

31億8,898万円

3,943万円

5億2,949万円

2,425万円

2,667万円

5,831万円

35億8,691万円

6,617万円

0万円

0万円

0万円

4,265万円

0万円

14万円

0万円

0万円

0万円

0万円

国民健康保険（事業勘定）
国民健康保険（度島直診勘定）
国民健康保険（大島直診勘定）
老人保健
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（サービス事業勘定）
簡易水道事業
農業集落排水事業
宅地開発事業
あづち大島いさりびの里事業
給与管理

区　分 予算現額 収入済額 支出済額

区　分 面積・金額

21億7,486万円
814万円
3,715万円

5億1,526万円
1億1,151万円
12億3,695万円

1,387万円
9,709万円
1,070万円
10万円

2,946万円
17億9,517万円

区　分 収　入 支　出

水道事業

病院事業

交通船事業

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

6億9,702万円

6億6,041万円

21億5,960万円

3億8,399万円

1億6,190万円

6億  459万円

9億3,532万円

22億4,295万円

5億    833万円

1億6,191万円

9,243万円

△2億7,491万円

△8,335万円

△1億2,434万円

△1万円

◎公営企業会計

剰余金は繰越欠損金へ充当し、残額は減債
積立金として積み立てました。

収入額が支出額より不足する分は、当年度
分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額、過年度分損益勘定留保資金で補てんし
ました。

欠損金は、翌年度へ繰り越しました。

収入額が支出額より不足する分は、過年度
分損益勘定留保資金および当年度分損益勘
定留保資金、当年度分消費税及び地方消費
税資本的収支調整額で補てんし、補てん残
高は、一時借入金で措置しました。

欠損金は、利益積立金で補てんしました。

◎一般会計（歳入）

◎特別会計

◎企業会計

◎財産の状況

◎一般会計（歳出）

地 方 交 付 税
市 債
市 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
繰 入 金
分担金・負担金
そ の 他
歳 入 合 計

98億6,000万円
24億　330万円
28億8,274万円
20億4,167万円
17億7,178万円
7億5,712万円
2億5,478万円
16億7,153万円
216億4,292万円

65億7,533万円
0万円

14億3,875万円
5億2,696万円
2億　　60万円
9,000万円

1億　449万円
7億6,865万円
97億　479万円

51億2,980万円
26億4,091万円
38億7,489万円
24億4,363万円
20億7,187万円
15億9,457万円
19億5,223万円
19億3,502万円
216億4,292万円

17億　957万円
6億3,000万円
18億2,287万円
9億3,668万円
2億1,538万円
2億8,415万円
4億5,838万円
5億　584万円
65億6,287万円

民 生 費
総 務 費
公 債 費
衛 生 費
土 木 費
農林水産業費
教 育 費
そ の 他
歳 出 合 計

土 地

建 物

有価証券

基 金

債 権

出 資 金

出 捐 金

9.8k㎡

250,717㎡

1,355万円

72億8,275万円

3億　251万円

6,367万円

1億　　94万円

区　分 金　額

◎市民一人当たりの
　市税負担額の状況

個人市民税

法人市民税

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

入 湯 税

そ の 他

総 額

2万5,851円

3,587円

3万7,264円

2,306円

5,321円

855円

1,587円

7万6,771円

水道事業

病院事業

交通船事業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

ー平成20年度上半期（４月～９月）の財政状況ーー平成20年度上半期（４月～９月）の財政状況ー （平成20年９月30日現在）（平成20年９月30日現在）

52億5,950万円
5,050万円

1億5,073万円
5億9,535万円
4億1,763万円
33億3,509万円

4,006万円
3億2,270万円
2,473万円
1,214万円
5,931万円

35億7,957万円

17億2,319万円
1,073万円
3,543万円

5億　　83万円
1億　868万円
13億　989万円

1,171万円
7,008万円
105万円
0万円
0万円
0万円

区　分 予算現額 収入済額 支出済額

1億7,443万円
3億3,993万円
9億8,159万円
5,479万円
7,308万円
453万円

６億2,786万円
16億3,765万円
24億　850万円
2億1,325万円
1億6,504万円
1,371万円

3億5,270万円
4,951万円

10億1,153万円
3,670万円
4,765万円
0万円

◎市債の残高
　（市民１人当たり 98万4,682円）

◎一時借入金の状況
　平成20年９月30日現在は、
ありませんでした。

一般会計

水道事業 

簡易水道事業 

病院事業（平戸市民病院） 

病院事業（生月病院）

交通船事業 

農業集落排水事業

あづち大島いさりびの里事業

国民健康保険（直診勘定）

合　計 

区　分 残　高

293億2,619万円

27億1,015万円

24億7,183万円

19億5,362万円

8,430万円

2億2,343万円

1億5,371万円

4,806万円

352万円

369億7,481万円（H20.9.30現在人口　37,550人）

【市民一人当たりの決算額と主な事業】

【特別会計、公営企業会計の決算額】

平成19年度、市民１人当たりに使われたお金は約61万6,713円で主にこのような事業に使われました。

※金額は、歳出決算額を平成20年３月31日現在の人口37,821人で割ったものです。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
実
施
中

商工費
1万3,659円

商業、観光の振興
および企業誘致など

・中小企業振興対策経
　費
・体験型観光経費
・観光イベント経費

民生費
13万4,864円

高齢者、障害者、
児童福祉推進など

・障害者自立支援給付
　事業
・老人保護措置費
・福祉医療給付事業

衛生費
6万6,057円

ごみ、し尿の処理や
健康増進事業など

・浄化槽設置整備事業
・北松北部環境組合負
　担金
・一般廃棄物収集経費

土木費
5万6,699円

道路、公園、公営住
宅の整備など

・道路新設改良事業
・街路整備事業
・公営住宅建設事業

農林水産業費
4万7,432円

農業、林業、畜産、
水産業の振興など

・漁港施設整備事業
・有害鳥獣被害防止対策
・和牛オリンピック対
　策奨励事業

教育費
4万2,943円

学校の管理運営、
文化財の保存など

・生月中学校屋内運動
　場整備事業
・大島村神浦重要伝統的
　建造物群保存整備事業

平戸市の台所（財政）事情を
お知らせします
平戸市の台所（財政）事情を
お知らせしますSpecial Edition

特　集

歳入歳出差引歳　出歳　入区　分

備　考

区　分区　分



　11月５日、６日の両日、南部中学校で「お魚
教室」（県北地区漁業士会主催・福畑敏光会長）
が行われ、２年生49人が参加しました。この
教室は、小・中・高校生の若い世代への魚食の
普及のために行われているもので、県知事から
地域漁業のリーダーとして認定を受けている漁
業士の山川富士夫さん（鮎川町）、綾香良浩さん
（主師町）と漁業者の本山浦三さん（主師町）が、
魚のさばき方などを実演指導。その後、生徒の
みなさんはグループに分かれて、アジやブリ、
イカを使った10品の料理に挑戦しました。

もっと魚を食べてもらいたい！

　10月23日、ライフカントリー駐車場で「第
18回初期消火操法競技大会」が開催されまし
た。市内の28事業所の自衛消防隊39チーム
93人が出場。消火器を使った「消火器の部」と
屋内消火栓を使った「屋内消火栓の部」の２部
門で日ごろの訓練の成果を競いました。
各部門の優勝チームは次のとおり。
■消火器の部　北松北部クリーンセンターＡ
（男子）、東和愛児園（女子）
■屋内消火栓の部　平戸市役所生月支所（男
子）、特別養護老人ホーム平戸荘（女子）

突然の火災から職場を守るために！

伝統芸能と
歌仙灯籠の融合

中国北京市で平戸市をＰＲ！

　10月21日、平戸市民病院で、世界へ技術研
修や人材研修を行っている「国際協力機構
（JICA）」の事業の一環として、アフリカや中国、
インドネシアなどの医師など８人が来平し、地
域医療についての研修を行いました。本市の地
域医療の現状についての研修などを行った後、
市ふれあいセンターで歓迎レセプションとし
て、地元の食生活改善委員が作る郷土料理や中
学生による琴や太鼓演奏などによるおもてなし
が行われ、参加した研修員は、地元の温かい歓
迎に終始喜びの表情を見せていました。

地域医療研修に訪れた研修員を温かく歓迎

　10月25日、26日の両日、市ふれあいセンター
ほかで、「第６回九州地域づくり会議in長崎・
平戸大会」が行われました。会議には、九州内
の地域づくりリーダーなど約140人が参加し、
４つの分科会に分かれて、定置網漁や郷土料理
づくりなどを体験。全体会では、平戸の魅力や
今後改善すべきことなどについて話し合われま
した。コーディネーターの須川一幸さんは、「宝
があっても仕掛けがないと活かせない。地域づ
くりには物語が必要。今回の交流を参考に改善
にも取り組んでほしい」と話していました。

九州は一つ！九州地域づくり会議

みんなでふれあう福祉健康まつり

　10月18日から25日までの間、中国北京市
で「日本長崎フェア」（長崎県主催）が開催され
ました。これは、県産品の輸出や観光客の増加
を狙ったもので、各地方自治体が中国人観光客
の誘致に乗り出そうとしている中、北京では初
めての試み。開幕式当日に設けられた「平戸の
日」では、白濵市長自らが平戸の見どころをＰ
Ｒし、観光客誘致のトップセールスを行いまし
た。フェアの前日には、金子県知事らとともに
習近平国家副主席を表敬訪問し、観光や経済分
野での交流促進について意見交換をしました。

　平戸の伝統行事・伝統芸能を
活かした「平戸城下歌仙灯籠ま
つり」が、10月17日から同月
27日までの間、平戸地区商店
街を中心に開催されました。期
間中は、平戸神楽（夜神楽）や
築地町のジャ踊り、宮の町の獅
子舞が披露されたほか、田助ハ
イヤ節市民総踊り、みこしや武
者行列が街中を歩く御神幸など
が行われ、観光客をはじめ、集
まったみなさんを楽しませてい
ました。
　また、昔ながらの町屋くんち
料理や地酒などが、５か所設け
られた拠点会場で来場者に振る
舞われました。

　10月19日、平戸文化センターで、平戸市福
祉健康まつりが開催されました。盲導犬とのふ
れあいコーナーや障害者スポーツ体験などの体
験コーナーのほか、おもちゃコンサルタントマ
スターの高野幸恵さんの指導による親子でふれ
あうキッズ広場コーナーも行われ、約4,000人
が来場しました。また、当日は事故によって視
力を失い、現在は、演歌歌手として全国デビュー
して、盲導犬の普及活動に努めている井上わこ
さんによる「試練を乗り越えて」と題した生涯学
習講演会も行われました。
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しゅう  きん   ぺい



チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体

相
撲
競
技（
成
年
男
子
・
個
人
）

　
　
　

月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
、

　
　
　

宇
佐
市
総
合
運
動
場
相
撲
場（
大

　
　
　

分
県
）で
開
催
さ
れ
た「
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
お
お
い
た
国
体
」の
相
撲
競
技
で
、

松
永
六
十
四
さ
ん
が
成
年
男
子
個
人
の
部

で
、
見
事
第
３
位
入
賞
。
準
決
勝
で
優
勝

し
た
日
本
体
育
大
学
の
宮
本
泰
成
選
手
に

敗
れ
た
も
の
の
、
３
位
決
定
戦
で
近
畿
大

学
の
青
木
誠
選
手
を
押
し
倒
し
で
破
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
11
月
８
日
、
９
日
に
行
わ
れ
た

「
第
60
回
記
念
長
崎
県
民
体
育
大
会
」で
は
、

団
体
、
個
人
と
も
に
優
勝
し
ま
し
た
。

　

松
永
さ
ん
は
、
現
在
、
県
立
猶
興
館
高

等
学
校
に
勤
務
し
、
相
撲
部
の
監
督
も
務

め
て
い
ま
す
。
仕
事
や
部
活
動
の
指
導
が

忙
し
く
学
生
時
代
ほ
ど
の
充
実
し
た
練
習

時
間
を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

合
間
を
み
て
は「
す
り
足
」や「
し
こ
」な

ど
の
基
本
練
習
を
行
っ
て
お
り
、
改
め
て

基
本
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

松
永
さ
ん
が
相
撲
を
始
め
た
の
は
、
小

学
校
３
年
生
の
時
。
両
親
か
ら
の
勧
め
で

始
め
ま
し
た
が
、
小
・
中
学
生
の
こ
ろ
は

良
い
成
績
を
残
せ
な
か
っ
た
と
か
。
高
校

に
入
っ
て
か
ら
頭
角
を
表
し
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
や
各
種
大
会
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

松
永
さ
ん
に「
一
番
印
象
に
残
っ
て
い

る
試
合
は
？
」と
尋
ね
て
み
る
と
、「
去
年

の
第
85
回
全
国
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
で

の
近
畿
大
学
と
の
団
体
決
勝
。
２
対
２
の

同
点
で
迎
え
た
大
将
戦
で
、
日
本
体
育
大

学
の
大
将
と
し
て
、
見
事
に
得
意
技
の
上

手
投
げ
で
勝
ち
、
日
本
体
育
大
学
に
18
年

ぶ
り
の
優
勝
を
も
た
ら
し
た
試
合
で
す
」

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
後
継
者
づ
く
り
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、「
平
成

26
年
に
平
戸
市
を
主
会
場
と
し
て
行
わ
れ

る
長
崎
国
体
の
相
撲
競
技
で
は
、
団
体
、

個
人
と
も
に
優
勝
を
目
指
し
た
い
」と
力

強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

■年　齢　23歳
■身　長　180cm
■体　重　135kg
■出　身　川内町
■得意技　左四つからの上手投げ

「平成26年に開催される
　長崎国体で団体・個人の
　　ダブル優勝を目指したい」

10

第
３
位　
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森　厚さん（49）
◎大野町

いちご
（写真は、とよのか）

◎平戸では、「とよのか」と
「さちのか」の2品種が栽培
され、いちごの摘み方やお
いしいいちごの見分け方な
どを農家が丁寧に教える収
穫体験が行われている。

　

町
中
に
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
が
漂
い
始

め
た
11
月
下
旬
、
市
内
の
い
ち
ご
農
家
で

は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
に
は
欠
か
せ
な

い
い
ち
ご
の
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

市
内
で
は
、「
と
よ
の
か
」「
さ
ち
の
か
」の

２
品
種
を
主
に
、
作
付
面
積
７
・
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
年
間
約
２
６
９
ｔ
も
の
い
ち
ご

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
方
収
穫
さ
れ

た
い
ち
ご
は
、
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
に
入
れ
て

大
切
に
冷
や
さ
れ
、
そ
の
後
、
各
生
産
者

ご
と
に
一
つ
一
つ
丁
寧
に
パ
ッ
ク
に
詰
め

ら
れ
、
収
穫
時
の
鮮
度
そ
の
ま
ま
に
み
な

さ
ん
の
お
手
元
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
平
戸
地
区
い
ち
ご
部

会
の
副
部
会
長
森
厚
さ
ん
。「
平
戸
の
い

ち
ご
は
県
内
で
も
小
さ
な
産
地
で
す
が
、

お
い
し
く
て
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
良
い

い
ち
ご
を
作
っ
て
い
る
自
信
が
あ
り
ま

す
」と
森
さ
ん
。
平
戸
の
い
ち
ご
は
、
関

西
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
て
お
り
、
品
質
、

味
と
も
に
市
場
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。 

森
さ
ん
は
、「
平
戸
の
い
ち
ご
と

し
て
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
誇
り
を
持
っ
て
い
ち
ご
作
り

に
励
み
た
い
で
す
ね
」と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

いちごジャム
～電子レンジで簡単手作り～

簡 単 レ シ ピ

◎材　料
　いちご 　300g　砂糖　100g　レモン汁　1／ 2個分

◎作り方
①電子レンジで使える耐熱ガラスボールに、ヘタを取ったいちごと砂糖、レモン

汁を入れ、電子レンジ（500W）で15分(800W～ 900Wなら12分)加熱します。水

分を飛ばすのでふたはしません。②１を途中で2回電子レンジから取り出し、あく

を取って混ぜます。③少しとろみがでたら出来上がりです。加熱しすぎると冷めた

ときに飴状になってしまいますので、ゆるめで構いません。④清潔なビンなどに入

れ、冷ましてから冷蔵庫で保存してください。

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
農
協

平
戸
地
区
い
ち
ご
部
会
副
部
会
長

生産者の愛情がこもった
　　いちごは極上のスイーツ。



河野　将和さん（25歳・生月町山田免）
かわ の 　 　 まさかず

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

■勤務先

　平戸市立生月小学校

■ニックネーム

　かわの

■性格は？

　明るくて、元気！

■趣味・特技

　サッカー

「早く先輩の先生みたいに仕事が
　　　　　　　できるようにがんばります」

１2月生まれ

　河野さんは、生月小学校に勤務して３年目の教諭で、
現在６年１組の担任をしています。子どもたちに先生
の印象を聞くと「面白くて、やさしく勉強を教えてく
れるけど、怒ると怖い先生」とか。生月小学校が初め
ての勤務地で、「大変なこともありますが、子どもた
ちと接するのが楽しく、やりがいを感じています。生
月の子どもたちは、元気があって明るく、人なつこい
子が多いです」と笑顔で話してくれました。

いち せ　　　る　い かたやま ゆ　い　な

～俊明さん・真実さんの長男～
≪浦の町≫

片山優衣奈ちゃん
（Ｈ１７.１２.２９生）

～末宏さん・文代さんの三女～
≪木場町≫

松山　大希くん
（Ｈ１９.１２.７生）

まつやま　　だい き

～康昭さん・幸子さんの次男～
≪木ヶ津町≫

お兄ちゃんと元気一杯、お兄ちゃんと元気一杯、
一緒に仲良く遊んでネ！一緒に仲良く遊んでネ！ 元気な男の子に育ってネ！元気な男の子に育ってネ！
お兄ちゃんと元気一杯、
一緒に仲良く遊んでネ！ 元気な男の子に育ってネ！
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「樹脂粘土で優美な人形を作ってみませんか！」

　「ファインドール平戸教室」は、活動を始めて７年目の

人形教室で、市内はもちろん、佐世保や伊万里、有田から

も部員が加わり、熱心に活動しています。ファインドール

は、材料に樹脂粘土を使い、絵の具やカラー粘土を混ぜて

造形し自然乾燥させた人形。繊細・優美という意味が込め

られており、人形の種類も小さいものから大きいものまで

いろいろな表現ができます。現在は活動の場も広がり、教

室だけでなく、市外での展示会の開催やボランティアでの

施設訪問なども行っています。人形作

りは、無心になって粘土に触り、人形

と対話しながら心を込めて作るので、

完成した時にはすばらしい喜びがあり

ます。教室では、簡単でやさしい基本

から繊細な技法までじっくり学んでい

けます。人形作りに興味のある人、か

わいい人形を自分の手で作りたい人は、

一度、教室に遊びに来てください。

　「マリーンズ平戸ＦＣ」は、２月に開催された「第４回鄭

成功生誕記念平戸サッカーフェスタＵ‐10大会」をきっか

けに、市内の７つの小学校からサッカー好きの女の子が集

まったサッカーチーム。今年の４月に県に正式登録し18

人で活動を開始しました。６月の「第13回長崎県少女サッ

カー選手権大会」、９月の「さわやか杯第37回ＮＢＣ長崎

県少年・少女サッカー選手権大会」で見事優勝。部員が

別々の小学校から集まっているため、チームワークづくり

を最も大切にしているとか。練習はもちろん、合宿や海水

浴、勉強会などでチームワークの強化に取り組んできまし

た。しかし、メンバー中半数の

９人が６年生のため、新しい部

員の確保が喫緊の課題で、現在

部員を募集しています。初心者

でも大歓迎ですので、サッカー

に興味のある人は気軽に練習を

見にきてください。

■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／隔週火・木曜日
　　　　　午前10時～午後４時（昼の部）
　　　　　隔週月・金曜日
　　　　　午後７時30分～午後９時30分（夜の部）
活動会場／教職員会館（昼の部）、代表者宅（夜の部）
対 象 者／人形が好きな人
連 絡 先／代表者宅　☎27-1262
部 員 数／ 20人
参 加 費／月額3,000円～

代　　表／山川　壽子さん（猪渡谷町）

■■活動ＤＡＴＡ■■

活 動 日／毎週土曜日　午前9時～正午
活動会場／市内小学校グラウンド
対 象 者／女子小学生
連 絡 先／代表者宅　☎27-1685
部 員 数／ 18人
参 加 費／月額500円

代　　表／大石　通具さん（鮎川町）

「ファインドール平戸教室」

「明るく、楽しく、はつらつと！を
　　　　　　　モットーに、サッカーを楽しんでいます」

「マリーンズ平戸ＦＣ」

おおいし　みちとも

市瀨　流生くん
　（Ｈ１７.１２.２０生）

ひょうきんで家族の人気者、ひょうきんで家族の人気者、
元気に育ってネ！元気に育ってネ！

ひょうきんで家族の人気者、
元気に育ってネ！

やまかわ　　ひさ こ



▲太鼓の演奏を披露する愛の園保育所の園児（ひらど伝統芸能フェスタ2008）

ふ

　郵便、FAX、E-Mailで、氏名（ふりがな）、年齢、性
別、住所、ペンネームまたはイニシャルを記入の上、
広報ひらどを読んだ感想や今後取り上げてほしい話題
や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出来事など
を書いてご応募ください。お便りをくださった人の中
から抽選で５名様に上記商品をプレゼント。応募締切
は12月19日（金）当日消印有効です。当選の発表は、
商品の発送をもってかえさせていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　総務課秘書広報班
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　▼F A X 　22-2419
　▼E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供しますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー読者プレゼントコーナー読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています

　

最
近
、
休
み
に
な
る
と
釣
り
に
行
く
主

人
で
す
が
、「
今
日
は
イ
カ
釣
り
に
行
っ

て
お
い
し
い
イ
カ
を
た
く
さ
ん
食
べ
さ
せ

て
や
る
」と
は
り
き
っ
て
行
き
ま
す
が
、

な
ぜ
か
帰
り
に
は
、
新
鮮
市
場
の
袋
を
提

げ
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
、
県

外
に
い
る
と
き
も
行
き
は
ク
ー
ラ
ー
に
た

く
さ
ん
の
飲
み
物
と
食
べ
物
を
つ
め
こ
ん

で
、
帰
り
は
空
だ
っ
た
な
ー
と
い
う
こ
と

を
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
つ
か

大
漁
で
帰
っ
て
く
る
主
人
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
あ
な
た
釣
る
人
私
食
べ
る
人　

女
性
）

●

　

２
年
間
、
福
岡
に
勉
強
に
行
き
ま
し
た

け
ど
、
田
平
に
帰
っ
て
く
る
た
び
ゆ
っ
く

り
な
り
、
今
で
は
、
田
平
を
の
ん
び
り
と

散
歩
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
福
岡
の
ま

ち
は
、
と
っ
て
も
ば
た
ば
た
だ
け
ど
、
田

平
は
い
つ
も
ゆ
っ
く
り
な
り
落
ち
着
き
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
（
飛
鳥
紅
葉　

20
歳
女
性
）

●

　

行
く
秋
の
寂
し
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ

る
11
月
の
半
ば
、
私
は
年
老
い
た
母
を
見

舞
う
た
め
に
、
東
京
練
馬
よ
り
田
平
の
故

郷
へ
帰
省
し
ま
し
た
。
二
週
間
の
滞
在
の

中
、
一
日
を
自
然
観
光
ガ
イ
ド
の
方
の
計

ら
い
で
生
月
町
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
途

中
、
川
内
峠
の
頂
上
か
ら
は
、
私
の
郷
里

が
一
望
に
広
が
り
久
し
ぶ
り
に
昔
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。
沿
道
に
は
、
ア

カ
シ
ア
、
山
茶
花
、
つ
わ
ぶ
き
な
ど
の
山

野
草
が
咲
き
誇
り
、
つ
い
つ
い「
こ
の
道

は
、
い
つ
か
来
た
道
・
・
・
」と
口
ず
さ
み

な
が
ら
生
月
町
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
生

月
町
の
博
物
館
の
拝
観
で
す
。
島
の
館
で

は
、
江
戸
時
代
の
人
々
の
暮
ら
し
に
驚
く

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
お
昼
は
ア
ゴ
だ
し

の
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
の
何
と
お
い
し
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
東
京
に
も
故
郷
を
懐
か
し

む
仲
間
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
土
産
話
を
持
ち
帰
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
（
Ｒ
・
Ｏ　

女
性
）

●

　

こ
こ
数
年
至
る
所
で
凶
悪
事
件
や
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
ね
。
私
は
、
ロ
フ
ス
ト

と
い
う
杖
を
２
本
つ
い
て
歩
行
す
る
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
日
買
い
物
に
行

き
ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど
も
・
・
・
幼
稚

園
児
で
し
ょ
う
か
・
・
・
。
一
生
懸
命
に

私
の
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
足
の
先
ま
で
見

つ
め
て
い
ま
す
。
事
故
や
事
件
が
多
発
す

る
以
前
は『
お
姉
ち
ゃ
ん
ど
う
し
た
と
ぉ

〜
』と
言
っ
て
、
興
味
津
々
だ
っ
た
子
ど

も
も
、
今
で
は
見
つ
め
は
す
る
も
の
の
恐

怖
心
い
っ
ぱ
い
で
後
ず
さ
り
し
な
が
ら
そ

の
場
か
ら
走
っ
て
い
く
子
や
泣
き
出
し
そ

う
な
表
情
を
す
る
子
・
・
・
。「
お
母
さ
ん

見
て
！
見
て
っ
て
ば
！
」と
言
い
な
が
ら
、

指
を
親
と
私
と
に
行
っ
た
り
来
た
り
さ
せ

る
子
が
い
ま
す
。
時
「々
大
丈
夫
よ
・
・
・

お
ね
え
ち
ゃ
ん
何
も
し
な
い
よ
」と
そ
っ

と
声
を
か
け
て
あ
げ
る
こ
と
も
・
・
・
。

私
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
た
び
に「
ご
め

ん
ね
」と
心
の
中
で
泣
き
ま
す
。
社
会
が

地
域
が
凶
悪
化
し
て
し
ま
い
つ
つ
あ
る
現

在
、
小
さ
な
子
ど
も
が
怯
え
ず
暮
ら
せ
る

社
会
に
地
域
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。　

（
よ
っ
し
ぃ
〜　

36
歳
女
性
）

●

　

定
年
退
職
し
た
主
人
と
と
も
に
平
戸
市

に
移
り
住
み
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今

ま
で
関
西
圏
外
で
し
か
生
活
し
た
こ
と
の

な
い
私
に
と
っ
て
は
、
毎
日
が
驚
き
・
発

見
の
日
々
で
し
た
。
そ
の
感
動
が
伝
わ
っ

た
の
か
、
姉
や
子
ど
も
た
ち
家
族
が
た
び

た
び
来
訪
し
て
く
れ
、
先
月
に
は
神
戸
の

友
人
一
族
が
観
光
バ
ス
を
貸
し
切
り
、
平

戸
を
旅
行
先
に
選
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
後

日
、
彼
女
か
ら
手
紙
が
届
い
た
の
引
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
・
・
・
平
戸
の
や

さ
し
い
町
並
み
を
散
策
し
、
美
味
し
い
魚

な
ど
を
食
べ
て
、
茶
色
い
温
泉
で
お
肌
ス

ベ
ス
ベ
に（
中
略
）良
い
所
で
す
ね
。
人
間

ら
し
く
時
間
を
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
そ
う

な
感
じ
で
し
た
・
・
・
」訪
れ
た
人
の
口
コ

ミ
が
う
ず
を
広
げ
、
平
戸
市
の
観
光
行
政

や
新
し
い
世
代
の
定
住
者
の
増
加
に
役
立

て
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
（
Ｋ
・
Ｙ　

60
歳
女
性
）

●

　

現
在
、
結
婚
し
て
お
隣
の
松
浦
市
で
生

活
し
て
い
ま
す
が
、
平
戸
の
実
家
に
日
常

的
に
帰
っ
て
き
て
は
、「
広
報
ひ
ら
ど
」を

楽
し
み
に
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
古
く
か
ら
の
歴
史
や
伝
統
が
残
る
平

戸
に
私
は
癒
さ
れ
、
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン

ト
が
充
実
し
た
平
戸
に
子
ど
も
た
ち
も
楽

し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
魅
力
溢
れ
る
街
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　
（
Ｙ
・
Ｎ　

36
歳
女
性
）

●

　

私
の
家
族
は
４
人
家
族
で
す
が
、
娘
は

県
外
に
住
ん
で
い
る
の
で
今
は
主
人
と
息

子
と
私
の
３
人
で
す
。
食
べ
盛
り
の
息
子

と
体
力
を
使
う
仕
事
の
主
人
の
夕
食
の
メ

ニ
ュ
ー
に
は
毎
日
悩
ま
さ
れ
ま
す
が
、
寒

い
冬
の
夜
に
は
温
か
い
鍋
料
理
が
あ
る
の

で
ち
ょ
っ
と
嬉
し
い
で
す
。
い
ろ
ん
な
鍋

料
理
を
家
族
３
人
で
囲
み
、
心
も
体
も
暖

か
く
な
り
、
会
話
も
弾
み
ま
す
が
、
数
年

後
に
は
息
子
も
学
校
を
卒
業
し
夫
婦
二
人

の
寂
し
い
鍋
に
な
る
と
思
う
と
、
今
の
う

ち
３
人
の
鍋
料
理
を
思
う
存
分
楽
し
み
た

い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
（
な
で
し
こ　

48
歳
女
性
）

●

　

も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
！
小
さ
い
頃
、

サ
ン
タ
さ
ん
を
信
じ
て
た
子
ど
も
た
ち
！

眠
っ
た
後
に
、
枕
元
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
置

い
て
お
く
と
、
朝
、
両
手
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
抱
え
て「
お
母
さ
ん
！
サ
ン
タ
さ
ん
か

ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
き
た
ー
」っ
て
喜
ん
で

駆
け
寄
っ
て
き
た
あ
の
と
き
の
笑
顔
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
今
で

は
・
・
・
。

　
（
今
で
も
サ
ン
タ
を
信
じ
て
る
マ
マ
）

●

　

先
月
の
平
戸
城
下
・
歌
仙
灯
籠
ま
つ
り

で
大
鍋
振
る
舞
い
の
と
き
、
ア
ラ
鍋
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ダ
シ
が
良
く
出
て
い
て
、

身
も
プ
リ
プ
リ
し
て
と
て
も
美
味
で
し
た
。

灯
り
の
つ
い
た
灯
籠
に
心
癒
さ
れ
、
体
も

温
ま
っ
た
夜
で
し
た
。

　
（
ド
ラ
え
も
ん
の
母
）

※

こ
の
ほ
か
、
３
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s
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今回の応募総数は、12通でした。

※プレゼントは、事業所から提供をいただいています。

「アントルメ（3,000 円相当）」を
５名様にプレゼント！
　平戸産いちごや上質な生クリームをはじめ、原材料
から製法までを一つ一つこだわりと真心で造る「洋菓
子工房くまや」のケーキ。ちょっと、「し・あ・わ・せ」
を味わって頂けたら幸いです。“クリスマスケーキご
予約受付中！また、平戸の和菓子の老舗、『㈲牛蒡餅
本舗熊屋』では、創業240余年の伝統を守り、牛蒡餅
をはじめ、麩まんじゅうやカステラ、花かすていらなど、
一つ一つ手作りにこだわってご用意していますので、
ぜひ、ご賞味ください。
◎商品についてのお問い合わせ
　「㈲牛蒡餅本舗 熊屋」 
　〒859-5117　平戸市魚の棚町324番地
　TEL 0950-22-2046　FAX 0950-22-2412
　URL http://www.hirado-kumaya.jp/
　「洋菓子工房くまや」
　〒859-5113　平戸市木引田町455（十八銀行隣り）
　TEL 0950-22-2253

平戸産いちごを使った
洋菓子工房くまや
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■保険福祉課国保年金班（☎内線2590）■佐世保社会保険事務所（☎0956-34-1189）

●12月の主なもよおし●
■おはなし会　毎週土曜日　午後２時～
■クラフト教室（門松・リース）６日（土）午後１時30分～
　北部公民館大ホール 
■赤ちゃんおはなし会　９日（火）午前10時30分～
　北部公民館２階和室小

※市立図書館の本は、各公民館をとおして貸出や返却ができます。詳しくは、図書館・各公民館の図書室へお尋ねください。

■夜の光／坂木　司 
■シューカツ！／石田　衣良
■モダンタイムス／伊坂幸太郎
■僕の好きな人が、よく眠れますように／中村　航 
■モニタールーム／山田　悠介
■ボックス！／百田　尚樹
■アイスクリン強し／畠中　恵
■大奥二人道成寺／杉本　章子
■華族夫人の忘れもの　新・御宿かわせみ／平岩　弓枝
■豚のＰちゃんと32人の小学生　命の授業900日／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒田　恭史
■直江兼続の生涯／新人物往来社
■図解ホームマッサージ／新建新聞社
■日本人なら身につけたい「和」の礼儀作法／藤野　紘
■困ったときのお家の修繕術／ブティック社
■昔ながらの健康食／学研

■まめうしのクリスマス／あきやまただし
■とんがとぴんがのプレゼント／スズキコージ
■ゆきだるまのあたま／せなけいこ
■だから！ねずみくんのチョッキ／上野　紀子
■くるみわり人形／いせひでこ
■狂言えほん　そらうで／たごもりのりこ
■ふたごのベルとバル／レーベル・ラースロー
■いえでででんしゃはがんばります。／あさのあつこ
■タッジーマッジーと三人の魔女／あんびるやすこ
■アンソニー、きみがいるから／桜井ようこ
■ふしぎなもるもくん／斉藤　洋
■花のお江戸のスーパースター　名奉行大岡越前物語／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小西　聖一
■みんなであそぶわらべうた／梶山　俊夫
■まるいちきゅうのまるいいちにち／安野　光雅
■えほん寄席　馬力全開の巻／小学館

児　

童　

書

児　

童　

書

●12月の主なもよおし●

■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など）６日（土）
■映画会　13日（土）
　・ふしぎの国のアリス(12分)・わすれるもんか！（40分）
■ニコニコクッキーおたのしみ会　20日（土）
　クリスマスにちなんだおはなし会です。

■日本全国「お土産・名産品」おもしろ事典／日本博学倶楽部
■野菜のスイーツ／柿沢　安耶
■てんかん発作 こうすればだいじょうぶ／川崎　淳
■年金の基礎知識／服部　営造
■異常気象 －地球温暖化と暴風雨のメカニズム－／マーク・マスリン
■ドキドキ！！妖怪きりがみ／黒須　和清
■東大生が選んだ勉強法／東大家庭教師友の会
■能へのいざない／味方　玄
■総特集　赤塚不二夫／吉住　唯
■悩む力／姜　尚中
■夜騎士物語／新堂　冬樹
■潜入捜査／今野　敏
■隠蔽指令／江上　剛
■ＲＤＧレッドデータガール　はじめてのお使い／荻原　規子
■うちにもおみえになりました／ＹＯＵ

■サンタクロースのおくりもの【紙芝居】／東川　洋子
■クリスマス・正月の工作図鑑／岩藤しおい
■こんなふうに作られる！－絵解き図鑑－／ビル＆ジム・スレイヴィン
■さかなクンのあいうえお魚くいずかん／さかなクン
■いのちのなぞ　上の巻／越智　典子
■江戸のしぐさからまなぼう第１巻 まちかどの思いやり／秋山　浩子
■みりょくの み／五味　太郎
■100万ってどれくらい？／スティーブン・ケロッグ
■ひかる！１　本気。負けない！／後藤　竜二
■スモウマン／長谷川義史
■たいせつなこと／レナード・ワイスガード
■扉のむこうの物語／岡田　淳
■しっぽ！／竹下　文子
■陰陽師 すご腕をはっきするの巻／沼野　正子
■これ、ぼくの宝物です／山下　奈美

著／村上　淳子
出版社／ポプラ社

　担任として、一人の少年の教育に、悩
み苦しんだ日々。担任の思いを支え、励
ましてくれた同じクラスの生徒たち。子

どもたちを信じ、愛して、真剣に向きあい、子
どもたちとともに歩んだ2年間。教育の難しさ
と、素晴らしさを教えてくれる感動の物語です。

　激動の戦国乱世にみずからの
不利益を承知で男をつらぬいた
上杉家の執政・直江兼続を中心
に描かれた物語。来年の大河ド
ラマの原作です。

　男の子がクリスマスの朝見つ
けた箱を開けると、サンタさん
の姿がみえました。箱の中を見
る度にサンタさんは、男の子の
家に近づいていきます。クリス
マスのわくわく感いっぱいの一
冊です。

『いちばんはじめの
サンタクロース』【紙芝居】

著／足沢　良子
出版社／教育画劇

子どもたちが大好きな「サンタ・
クロース」は、いったいどこか
ら来たお話しなの？　北欧の伝
説として語り継がれているお話

しが紙芝居で登場！クリスマスのイベント
で、また、ご家庭でおはなしすると、一味違っ
たクリスマスが過ごせるかも！

『天地人（上・下）』
作/火坂　雅志
出版社/日本放送出版協会 

文/長谷川摂子
絵/斉藤　俊行
出版社/福音館書店

『クリスマスの
　ふしぎなはこ』

（各土曜日・各午後２時～）

一　

般　

書

一　

般　

書
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　所得税などの年末調整や確定申告で国民年金保険料を申告する場合は、「社会保険料（国民年金保

険料）控除証明書」の添付が必要です。

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、社会保険庁から11月上旬に送付されていますので、

申告時まで大切に保管してください。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載されている月分以外の保険料を12月31日まで

の間に納付した場合、今年分として申告できますか？

今年分として申告できます。「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載している保険料

額に、後から納付した保険料額を合算して申告してください。その場合、後から納付した保険料

の「領収証書」も添付する必要があります。

■お問い合わせ
　控除証明書専用ダイヤル☎0570‐070‐117 （IP電話からは03‐6748‐8882）です。

「国民年金保険料は、納付した全額が
　　社会保険料控除の対象になります」

「クリスマス」
　オランダで12月は、お祭りの月だといわれてい

ます。なぜなら、１か月の間に「聖ニコラス祭」「ク

リスマス」「お正月の前夜祭」の三つのお祭りがある

からです。

　ヨーロッパでは12月５日に「聖ニコラス」という

聖人を祝う降誕祭があります。「聖ニコラス」は、

オランダ語でシンテルクラースと呼ばれています。

「シンテルクラース」はサンタクロースに似ている

ような名前だと思いませんか？実はオランダ人が

400年前にアメリカに移住したとき、聖ニコラス祭

も一緒に海を渡り、シンテルクラースは今のサンタ

クロースに変わっていったといわれています。白馬

はトナカイになり、体型は太っちょになりました。

12月５日はクリスマスに近いので、アメリカでの

聖ニコラス祭はクリスマスと合わせて行い、それが

世界に広がりました。現在、オランダでは二度もク

リスマスがあると言われていますが、聖ニコラス祭

の方がまだ人気です。

　私は日本のクリスマスを初めて経験したと

き、びっくりしたことがたくさんありました。

　まず、日本のクリスマスミサです。オラン

ダでは25日午前０時にミサが始まりますが、日本

では24日の午後８時などにミサが始まることが多

いようです。これはとても不思議だと思いました。

　そして、一番の大きな違いはクリスマスのイメー

ジです。オランダでは必ず家族と一緒に過ごす時間

を大事にします。日本ではよくカップルで出かけま

すが、オランダでは考えられません。家族と一緒に

なって、おいしい料理を食べたり、ゲームをしたり、

話をしたりします。ちょっと日本のお正月と似てい

るかもしれませんね。

　私は今年のクリスマスには仕事をしないといけな

いので、変な感じがしますが、クリスマスはいろい

ろな文化などの影響で国によって違うので、とても

面白い祭りだと思います。

［12月の休館日］
　毎週月曜日（１日・８日・15日・22日）、
　天皇誕生日（23日・火）、年末図書整理（28日・日）
　年末年始（29日・月～１月３日・土）

［12月の休館日］
　毎週月曜日（１日・８日・15日・22日）、
　天皇誕生日（23日・火）、
　年末年始（27日・土～１月３日・土）

Ｑ

A

『ナオキをみんなと一緒
に卒業させたい。
－ナオキと３０９の仲間たち－』



Interview

光
輝
く
仏
教
芸
術
Ⅱ

県
指
定
有
形
文
化
財

　　

普
門
寺
は
初
め
松
浦
家
21
代
義（
天
叟
）

の
隠
居
所
と
し
て
開
か
れ
、
妙
憧
寺
と
称

し
て
い
ま
す
。
本
仏
像
は
、
現
在
で
は
全

身
黒
色
を
呈
し
て
は
い
ま
す
が
、
三
面
飾

り
の
宝
冠
を
持
つ
頭
部
に
鍍
金
が
み
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
完
成
当
初
は
全
身
金
色
に

輝
い
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
金
銅
仏
は

銅
で
鋳
造
し
た
仏
像
に
鍍
金
を
施
し
た
も

の
で
す
。
当
初
は
、
境
内
に
あ
る
常
盤
蔵

の
ご
本
尊
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の

で
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
に
は
す
で
に

松
浦
家
が
所
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

仏
像
が
制
作
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、

両
肩
に
か
か
る
垂
髪
、
着
衣
の
よ
う
に
表

さ
れ
た
天
衣
、
裳
を
し
め
る
腹
部
の
帯
紐

の
様
子
な
ど
か
ら
奈
良
時
代
終
わ
り
頃
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
像
高
は
23
㎝
と
小

形
で
す
が
、
こ
の
時
代
の
仏
像
は
県
内
で

は
少
な
く
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

大
聖
寺
設
立
の
時
期
は
良
く
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
安
満
岳
に
あ
っ
た
西
禅
寺

の
僧
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
木
場
町
に
あ
っ

た
南
蔵
院
を
経
て
、
現
在
の
地
に
至
っ
て

い
ま
す
。
本
仏
像
は
寺
伝
で
は
、
僧
侶
が

豊
臣
秀
吉
に
よ
る「
文
禄
・
慶
長
の
役
」

に
法
螺
師（
法
螺
貝
を
ふ
く
人
）と
し
て

参
陣
し
、
帰
国
の
際
に
持
ち
帰
っ
た
渡
来

仏
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
調
査
の
結
果
、

国
内
で
制
作
さ
れ
た
仏
像
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
時
期
は
平
安
時

代
後
期
で
、
こ
の
こ
ろ
は
木
造
仏
が
盛
ん

に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
時
期
の
銅
造
仏
は
き
わ
め
て
少
な
く

貴
重
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
肩
に
設
け

た
臍
で
腕
を
留
め
る
な
ど
の
方
法
は
、
木

造
仏
の
寄
木
作
り
に
み
ら
れ
る
方
法
を
用

い
る
な
ど
、
そ
の
時
代
を
反
映
し
て
い
ま

す
。
像
高
33
・
２
㎝
。

　
「
文
禄
・
慶
長
の
役
」と
は
、
1
5
9
2
年（
日

本
文
禄
元
年
、
明
お
よ
び
朝
鮮
万
暦
20
年
）か

ら
1
5
9
8
年（
日
本
慶
長
３
年
、
明
お
よ
び

朝
鮮
万
暦
26
年
）に
か
け
て
行
わ
れ
た
日
本
の

豊
臣
秀
吉
が
主
導
す
る
遠
征
軍
と
李
氏
朝
鮮
お

よ
び
明
の
軍
と
の
間
で
交
渉
を
交
え
な
が
ら
朝

鮮
半
島
を
戦
場
に
し
て
戦
わ
れ
た
戦
役
で
す
。
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大
聖
寺
の

銅
造
大
日
如
来
坐
像

普
門
寺
の

金
銅
菩
薩
立
像

ふ　

も
ん　

じ

こ
ん
ど
う　

ぼ　

さ
つ
り
つ
ぞ
う

よ
ろ
し

て
ん 

そ
う

と　

き
ん

と
き  

わ   

ぐ
ら

す
い 

ば
つ

こ
ろ
も

■名　称　普門寺の金銅菩薩立像

■種　別　県指定有形文化財

■指定年月日　昭和61年1月10日

■所有者　普門寺

■所在地　平戸市木ヶ津町1457

■名　称　大聖寺の銅造大日如来坐像

■種　別　県指定有形文化財

■指定年月日　平成16年2月25日

■所有者　大聖寺

■所在地　平戸市木場町32

だ
い
し
ょ
う
じ

ど
う
づ
く
り
だ
い
に
ち
に
ょ

ら
い　

ざ　

ぞ
う

や
す
ま
ん
だ
け

さ
い
ぜ
ん

じ

な
ん
ぞ
う
い
ん

ほ　

ら　

し

ほ
ぞ

　

モ
ズ
が
さ
え
ず
る
小
春
日
和
の
昼
下
が

り
、
小
型
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
を
器
用
に
操
作

し
、
ひ
と
り
黙
々
と
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ

作
り
に
没
頭
す
る
天
羽
良
二
さ
ん
が
い
ま

す
。
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
と
は
、
木
を

削
っ
て
色
付
け
し
、
本
物
以
上
の
鳥
を
作

る
木
工
芸
の
こ
と
で
す
。
天
羽
さ
ん
は
、

数
年
前
、
最
愛
の
息
子
さ
ん
を
突
然
の
事

故
で
喪
い
、
失
意
の
日
々
を
送
っ
て
い
た

あ
る
日
、
テ
レ
ビ
番
組
で
初
め
て
バ
ー
ド

カ
ー
ビ
ン
グ
の
世
界
を
知
り
、
心
の
癒
し

に
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
天
羽
さ
ん
は
本
物
以
上
の
鳥
を
作
る

た
め
に
、
自
然
の
野
鳥
を
よ
く
観
察
し
、

時
に
は
図
鑑
を
見
な
が
ら
毛
一
本
一
本
ま

　趣味の会「つくろう
会」代表。生涯学習ま
ちづくり出前講座講
師、小学校のゲスト
ティーチャーとして、
趣味のバードカービ
ングや竹細工作りな
どの経験を活かして
生涯学習を意欲的に
実践している。

でで
削
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。

削
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。
色
を
塗
っ
て

色
を
塗
っ
て

仕
上
げ

仕
上
げ
た
野
鳥
に
生
命
力
を
感
じ
た
時
の

た
野
鳥
に
生
命
力
を
感
じ
た
時
の

達
成
感
は
何
と
も
言
え
な
い
喜
び
を
感
じ

達
成
感
は
何
と
も
言
え
な
い
喜
び
を
感
じ

る
瞬
間
だ
そ
う
で
す
。

る
瞬
間
だ
そ
う
で
す
。

　

現
在
現
在
、
趣
味
を
活
か
し
て

、
趣
味
を
活
か
し
て
い
ろ
い
ろ

い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る

て
い
る
天
羽
さ
ん
さ
ん
。

子
ど
も
た
ち
に
カ
ブ
ト
ム
シ
や
竹
と
ん
ぼ

子
ど
も
た
ち
に
カ
ブ
ト
ム
シ
や
竹
と
ん
ぼ

の
作
り
方
を
体
験
学
習
さ
せ
た
り
し
て
、

の
作
り
方
を
体
験
学
習
さ
せ
た
り
し
て
、

子
ど
も

子
ど
も
た
ち
の
間
で
は

た
ち
の
間
で
は「
カ
ブ
ト
ム
シ
の

「
カ
ブ
ト
ム
シ
の

お
じ
ち
ゃ
ん
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

お
じ
ち
ゃ
ん
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
す
。
天
羽
さ
ん
は
、

さ
ん
は
、「
も
っ
と
上
達
し
て
、

「
も
っ
と
上
達
し
て
、

権
威
あ
る
日
本
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
コ
ン

権
威
あ
る
日
本
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
せ
る
作
品
を
作
り
た
い
で
す

ク
ー
ル
に
出
せ
る
作
品
を
作
り
た
い
で
す

ね
」と
ね
」と
笑
顔
で
今
後
の
抱
負
を

笑
顔
で
今
後
の
抱
負
を
話
し
て
く

話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

で
削
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。
色
を
塗
っ
て

仕
上
げ
た
野
鳥
に
生
命
力
を
感
じ
た
時
の

達
成
感
は
何
と
も
言
え
な
い
喜
び
を
感
じ

る
瞬
間
だ
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
趣
味
を
活
か
し
て
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
天
羽
さ
ん
。

子
ど
も
た
ち
に
カ
ブ
ト
ム
シ
や
竹
と
ん
ぼ

の
作
り
方
を
体
験
学
習
さ
せ
た
り
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
間
で
は「
カ
ブ
ト
ム
シ
の

お
じ
ち
ゃ
ん
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
天
羽
さ
ん
は
、「
も
っ
と
上
達
し
て
、

権
威
あ
る
日
本
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
せ
る
作
品
を
作
り
た
い
で
す

ね
」と
笑
顔
で
今
後
の
抱
負
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

趣
味
を
活
か
し
て
子
ど
も
た
ち
に
体
験
学
習

わ
た
し
の
趣
味
が
み
な
さ
ん
の

お
役
に
立
て
ば
嬉
し
い
で
す
。

天
羽　

良
二
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

木
工
芸
品
づ
く
り
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
観
察
力
や
表
現
力
を
養
っ
て
も
ら
い
た
い
。

生涯学習実践人
天羽　良二さん
◎田平町以善免（64）

あ
ま　

  

ば　

         

よ
し   

つ
ぐ



　地方自治や教育などの分野での永年にわたる功労や社会貢献をたたえる秋の叙勲が11 月３ 日に
発令されました。
　また、日々の努力が実を結び表彰された各種表彰者、各種大会での入賞者をご紹介します。

受章、入賞おめでとうございます

旭日双光章
地方自治功労

「今後は地域のみなさんへ
　恩返ししたいと思います」

元長崎県議会議員

大石 　保さん

（長崎市）

　平成２年から５期17年にわたり、北松浦郡選出の
県議会議員として、県政の発展に尽力され、その間、
副議長、総務常任委員会委員長などを歴任されました。

瑞宝双光章
地方自治功労

「市民のみなさんのご指導
　ご支援のおかげです」

元生月町助役

　田 留男さん

（生月町里免）

　昭和23年、生月町に奉職以来49年間の永年にわた
り、地方自治の発展、福祉の向上に貢献し、生月町の
助役、収入役、総務管理課長などを歴任されました。

瑞宝双光章
教育功労

「指導力のある先輩などの
　ご支援に感謝します」

元公立小学校長

松永 圭宇さん
（鏡川町）

　昭和27年から34年間、公立小学校校長、長崎県教
育委員会指導主事などとして、精力的に学校教育に尽
力されました。

瑞宝単光章
危険業務従事者

「市民のみなさんや消防職
　員のご支援のおかげです」

元平戸市消防監

濵田 晴夫さん
（岩の上町）

　昭和46年から28年間、消防職員として市民の生命、
財産を災害から守るため、著しく危険性の高い業務に
精励され、消防力の強化に尽力されました。

文部科学大臣表彰
地方教育行政功労

「みなさんのお力添えに心
　より感謝します」

平戸市教育委員長

黒川 隆昭さん

（大島村的山川内）

　公立学校長、教職員人事管理監、長崎教育事務所所
長などを歴任し退職。退職後も旧大島村の教育長、本
市教育委員長として教育振興に貢献されています。

文部科学大臣表彰
学校保健及び学校安全功労

「これからも口腔教育に力
　を入れていってほしい」

小中学校学校医

立石 義敏さん

（築地町）

　昭和30年から現在まで53年間、市内各小・中学校
の学校医として、児童・生徒の健康保持に積極的に貢
献されています。

厚生労働大臣表彰
保育事業従事者

全国社会福祉協議会会長表彰
社会福祉協議会優良活動

厚生労働大臣表彰
保育事業従事者

「思いがけない表彰の栄を
　賜り感謝しています」

中野愛児園園長

永田シズヱさん

（紐差町）

　昭和40年から現在まで保育所の現場で保育に取り
組み、うち33年間は園長として、保育所の運営や保
育士の指導にあたり、保育事業の充実に努めています。

「お力添えを頂いた周りの
　みなさんのおかげです」

潮香保育園園長

岡村 湛子さん

（鏡川町）

　保育所がなかった薄香地区に昭和45年10月に潮香
保育園を開設。地域の実情に合わせて一時保育、延長
保育などを実施し、保育事業の充実に努めています。

◎
各
種
受
賞
者
、
入
賞
者
は

　

次
の
と
お
り
で
す

県
農
業
会
議
県
北
支
部
農
業
委
員
表
彰

　

岩
田　

勲
典（
東
中
山
町
）

　

森　
　

輝
滿（
田
平
町
福
崎
免
）

　

川
久
保
昇
壽（
小
田
町
）

県
民
体
育
大
会
成
績

【
優
勝
】

〇
団　

体　

　

相
撲（
成
年
男
子
）

　

ラ
グ
ビ
ー（
成
年
男
子
Ｂ
パ
ー
ト
）

〇
個　

人　

　

松
永
六
十
四（
相
撲
・
成
年
・
川
内
町
）

　

中
村　

甚
郎（
弓
道
・
近
的
・
鏡
川
町
）

　

永
田　

栄
二（
空
手
道
・
成
年
男
子
形
・

　

獅
子
町
）

【
準
優
勝
】

〇
団　

体

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス（
成
年
男
子
・
Ｂ
パ
ー
ト
）

【
第
３
位
】

〇
団　

体

　

剣
道（
一
般
女
子
）

〇
個　

人　

　

大
山　

弘
之（
陸
上
・
男
子
45
歳
〜
49

　

歳
走
り
幅
跳
び
・
岩
の
上
町
）

【
第
４
位
】

〇
個　

人

　

本
山
俊
次
郎（
陸
上
・
男
子
50
歳
以
上

　

１
０
０
ｍ
・
堤
町
）

【
第
６
位
】

〇
個　

人

　

谷
本　

雅
嗣（
陸
上
・
男
子
50
歳
以
上

　

５
０
０
０
ｍ
・
生
月
町
壱
部
）

まつ　　なが けい　　  う

おか　　むら きよ　　  こ

はま　　  だ はる　　  お

おお　　いし たもつ あら　　  た

なが　　  た

とめ　　  お

たて　　いし よし　　としくろ　　かわ たか　　あき

平
戸
市
教
育
委
員
会
表
彰

【
文
化
功
労
】

　

立
石　

陽
一（
生
月
町
里
免
）

　

田
栗　
　

進（
生
月
町
山
田
免
）

　

中
倉　

光
慶（
大
島
村
前
平
）

　

髙
橋　

現
平（
田
平
町
山
内
免
）

　

安
達　

甫
朗（
田
平
町
小
手
田
免
）

平
戸
市
美
術
展
覧
会（
主
な
入
賞
者
）

【
市
長
賞
】

　

池
田　

淑
江（
画
の
部
・
浦
の
町
）

　

赤
木　

友
栄（
書
の
部
・
上
中
津
良
町
）

　

松
永
喜
與
巳（
写
真
の
部
・
紐
差
町
）

　

石
田　

圭
子（
デ
ザ
イ
ン
の
部
・
猶
興

　

館
３
年
）

【
市
議
会
議
長
賞
】

　

岡
澤　

清
美（
画
の
部
・
田
平
町
山
内

　

免
）

【
市
教
育
長
賞
】

　

園
山　

元
樹（
画
の
部
・
大
川
原
小
１

　

年
）

　

濵
﨑　

絢
衣（
書
の
部
・
平
戸
小
４
年
）

【
市
文
化
協
会
長
賞
】

　

川
村　
　

保（
画
の
部
・
紐
差
町
）

　

立
石
利
一
郎（
書
の
部
・
宮
の
町
）

　

フ
ロ
ラ
イ
ク
・
レ
ム
コ
ー（
写
真
の
部
・

　

新
町
）

　

安
村　

太
智（
工
芸
の
部
・
田
平
東
小

　

３
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

秋の叙勲、危険業務従事者叙勲、大臣表彰など

　この表彰は、全国に1,971団体ある社会福祉協議会
の中で、実績が顕著であり、他の模範として認められ
る優良活動団体に対して贈られる賞で、今年度は、全
国で36団体、九州で６団体が受章しました。

平戸市社会福祉協議会
「地域福祉の向上に寄与してきたことが評価されたも
　のと思います。これからも安心して暮らしていける
　地域福祉づくりを目指して努力していきます」
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平戸・松浦地区観光人材育成プロジェクト
観光産業を機に、地域の活性化と雇用の創出を目指します！

　「①特産品開発」、「②食・地産地消」、「③もてなし」、「④体験型観光」の4つの分野における人材を育成し、地
域産業の再生による雇用を目的に実施しているこのプロジェクトは、11月に実施した『基礎講座』や『「食」のワー
クショップ－平戸素材の劇場－』にも多数の市民のみなさんに参加していただきました。12月からは具体的な課
題を持った事業所のみなさんを対象に、専門家を招いて、個別相談指導を実施します。

　11月5日、市たびら活性化施設で、目玉商品・新みやげ品開
発人材育成コースの第4回の基礎講座を開催しました。過疎・
高齢の徳島県上勝町で、しかもさしたる資源もない環境から地
域一大事業「つまものビジネス」を立ち上げた仕掛け人、株式会
社いろどりの横石知二氏には、まちを元気にさせる仕組みづく
り、環境と経済を循環させる仕組みづくりなど地域資源を活か
した「儲かる仕掛け」についてお話していただきました。参加し
た約50人のみなさんは、横石氏の話に真剣な表情と笑顔で学ん
でいました。

お問い合わせ

平戸・松浦地区観光人材育成協議会事務局（観光商工課内）☎内線2276
　E-Mail：kankou_jinzai@city.hirado.lg.jp
　URL：http://www.city.hirado.nagasaki.jp/jinzai/
　※どなたでも参加できますが、参加を希望する場合、事前に申込みが必要です。応募多数の場合、参加できない場合がありますの

　　であらかじめご了承ください。

◎目玉商品・新みやげ品開発人材育成コース
つまものビジネスの仕掛け人　横石知二氏を招いて

　11月18日、生月小学校で5年生のみなさんや保護者45人が参加
して食育ワークショップが開催されました。この取り組みは、食の
安全の問題が出ている中で、地元の食材の良さと食べ物の大切さを
学んでもらおうと「食のワークショップ」に携わっている料理人の谷
川克城さんが企画した催しで、地元の農家や生月漁協と環境ボラン
ティアが一緒になって、生産、調理からリサイクルまでの一貫した
食の仕組みについて学びました。参加者したみなさんは、自分たち
で盛り付けした地元産の紫芋を使ったクレープやヤズのカルパッ
チョなどの美味しさに、たくさんの笑顔が溢れていました。

◎食育ワークショップ
生産からリサイクルまで食の仕組みについて学ぶ

　10月26日、舘浦漁協大敷食堂（生月町）で、第2回「食のワー
クショップ－平戸素材の劇場－」が開催されました。舘浦漁協は
日本でも有数の「シイラ（金山）」の水揚げを誇り、生月町ではそ
れに伴うさまざまな食文化があります。今回は、この地域で育
まれた文化や新しい食文化と定置網など、漁業に関する知識を
生産者と食環境ジャーナリストの金丸弘実氏の説明を受けなが
ら学び食する催しで、市内外から約20人が参加しました。刺し
身はもちろん、バーガーやカルパッチョ、しゃぶしゃぶなど従
来と違うシイラの食べ方に、次々と美味しいという参加者の反
応をみて、生産者の人たちは今後の商品展開に手ごたえを感じ
ていました。

◎食のワークショップー平戸素材の劇場ー
№２「金山文化を食す！」を開催しました

なぜ、この事業に取り組むの？
　これまで平戸市の地域経済を支えてきたのは、農林水産業・観光および物産関連産業・建設業などの地
場産業ですが、近年の経済状況や消費者ニーズの大きな変化によって厳しい状況に置かれています。これ
らの課題に対応するため、農林水産業と観光および物産関連分野が一体となり、地域の特産品の付加価値
を高め、戦略的な販売促進に取り組むことにより販路拡大と収益の向上につなげるためです。

ブランド化に取り組むメリットは？
　地域の特産品がブランドとして広く認知されることによって、商品のイメージアップが価格の上昇、販
路の拡大に好影響をもたらし、「売り上げの上昇による生産意欲の向上」ひいては「地場産業の安定と後継者
の確保」につながることが考えられます。
　また、地域全体で考えると、観光客の期待するものとして「食の魅力」は常に上位に挙げられることから
地域の魅力アップにつながるとともに、市民のみなさんも地元の特産品や地域に対する愛着や自信を深め、
自らのホスピタリティ（おもてなしの心）を高めることが期待されます。

具体的にどんなことに取り組むの？
　初年度となる今年度は、地場産品を“平戸ブランド”として確立するため
の推進プランと今後3年間のプロモーション戦略を策定します。
　また、変化を続ける消費者ニーズを的確にとらえるため、地域ブラン
ドや特産品に対する消費者（特に都市部の消費者）の嗜好や消費動向に
ついて調査分析を行い、計画策定に反映させます。
　さらに、市民のみなさんへ取り組みの周知を図り、理解と主体的な参
画を促すため、地域の産品を使った郷土料理の試食会を開催します。
お問い合わせ　観光商工課商工物産班（☎内線2275）

個別相談指導を実施します！

　新たな商品の開発や既存商品の改良、新たな飲食メニューの開発、新店舗の立ち上げなどの具体的な課題を持っ
た事業所のみなさんを対象に、専門家による個別相談指導を実施します。詳しくは、平戸・松浦地区観光人材育
成協議会事務局までお問い合わせください。

「平戸市地域資源ブランド化推進協議会」を設立
平戸市の地域資源を全国に発信

　10月15日、地域の特産品の付加価値の向上と戦略的な販売
促進に取り組むことによって、販路拡大と収益の向上を目的と
して、市内の農協・漁協といった生産団体や観光協会、商工会
議所などの関係団体で組織する「平戸市地域資源ブランド化推進
協議会」を設立しました。
　今後、同協議会では、平戸市の地域資源をブランド化するた
めに「平戸市地域資源ブランド化プロモーション戦略策定事業」
に取り組みます。
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一
般
の
家
庭
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

（
地
デ
ジ
）を
視
聴
す
る
方
法
と
し
て
は
、

大
き
く
分
け
て
、
次
の
３
つ
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、①
②
に
つ
い
て
は
、Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ
の
交
換
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
内
蔵
さ

　

れ
て
い
る
テ
レ
ビ
を
新
し
く
購
入
し
て

　

受
信
す
る
。

【
注
意
】　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し

　

て
い
る
テ
レ
ビ
に
は
こ

　

の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い

　

ま
す
の
で
、
よ
く
確
認

　

し
て
ご
購
入
く
だ
さ

　

い
。

　
　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
従
来
の
ビ
デ

　
　

オ（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
な
ど
）に
録
画
で
き
ま

　

す
か
？

　
　

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
や
デ
ジ
タ
ル

　
　

テ
レ
ビ
か
ら
の
出
力
を
、
録
画
機
器

　

の
外
部
入
力
に
接
続
す
る
こ
と
で
録
画

　

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
画
質
は
標
準
画

　

質
に
な
り
ま
す
。

　
　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

　
　

ン
画
質
で
録
画
で
き
ま
す
か
？

　
　

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
録
画
機
能
を
も
つ
ブ

　
　

ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
レ
コ
ー
ダ
ー
、

　

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
レ
コ
ー
ダ
ー
、Ｈ
Ｄ

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
、Ｄ‐

Ｖ
Ｈ
Ｓ
で

　

録
画
す
れ
ば
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

　

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
高
画
質
・
高
音
質
の

　

ま
ま
録
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
注
意
】　

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
レ
コ
ー
ダ
ー

　

の
中
に
は
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
録
画
機
能

　

が
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
購
入

　

の
際
に
は
カ
タ
ロ
グ
な
ど
で
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
録
画
し

　

た
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
画
質
の
番
組
を
Ｄ
Ｖ

　

Ｄ
デ
ィ
ス
ク
に
移
動（
ム
ー
ブ
）す
る

　

と
、
標
準
画
質
に
な
り
、
ハ
ー
ド
デ
ィ

　

ス
ク
に
録
画
し
て
い
た
番
組
は
消
去
さ

　

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
「
ダ
ビ
ン
グ
10
」と
は
何
で
す
か
？

　
　

平
成
20
年
７
月
４
日
か
ら
ハ
ー
ド

　
　

デ
ィ
ス
ク
に
録
画
し
た
放
送
を
ブ

　

ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
ま
た
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　

デ
ィ
ス
ク
な
ど
へ
９
回
ま
で
コ
ピ
ー
が

　

で
き
る
よ
う
に
し
た
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

　

録
画
回
数
に
関
す
る
新
た
な
制
限
の
こ

　

と
で
す
。
制
度
改
正
前
は
、
デ
ジ
タ
ル

　

放
送
の
ほ
と
ん
ど
の
番
組
は
、「
１
回

　

だ
け
録
画
可
能（
コ
ピ
ー
ワ
ン
ス
）」の

　

制
御
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
録
画
機
器
で
あ
れ
ば
、
ど

　
　

れ
で
も
９
回
ま
で
コ
ピ
ー
で
き
ま
す

　

か
？

　
　
「
ダ
ビ
ン
グ
10
」に
対
応
し
た
録
画
機

　
　

器
で
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
録
画
し
た

　
「
ダ
ビ
ン
グ
10
」対
応
の
番
組
に
限
り
、

　

ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
ま
た
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　

デ
ィ
ス
ク
な
ど
へ
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。
録
画
機
器
が「
ダ
ビ
ン
グ

　

10
」に
対
応
す
る
機
種
か
ど
う
か
に
つ

　

い
て
は
、
家
電
メ
ー
カ
ー
各
社
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
録
画
機
器
で
も
、
ブ
ル
ー

　

レ
イ
デ
ィ
ス
ク
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
デ
ィ
ス
ク
な

　

ど
の
リ
ム
ー
バ
ブ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
直
接

　

録
画
す
る
録
画
機
器
に
つ
い
て
は
、「
ダ

　

ビ
ン
グ
10
」に
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

※

Ｑ
＆
Ａ
は
、Ｄ
ｐ
ａ（
社
団
法
人
デ
ジ
タ

　

ル
放
送
推
進
協
会
）の
Ｈ
Ｐ
か
ら
引
用

11月7日から平戸デジタル中継局が開局
地上デジタル放送が
始まりました
地上デジタル放送が
始まりました
地上デジタル放送が
始まりました

！！

平成23年７月24日までに現在のアナログテレビ放送は終了し、地上デジタル放送に完全移行します。
アナログテレビについては、デジタルチューナーなどを取り付けなければ視聴できなくなります。
アナログからデジタルへ！市民のみなさんも地デジ受信の準備をお願いします。

　

平
戸
デ
ジ
タ
ル
中
継
局
の
受
信
範
囲

　
（
現
在
、
平
戸
中
継
局
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を

　

受
信
し
て
い
る
地
域
が
対
象
）

▲平戸デジタル中継局の
　チャンネル表

手口  その１

手口  その２

「地デジ詐欺」にご用心！

　総務省やテレビ局名が書かれた手紙が届き、
　「地上デジタル放送切り替え助成金」が支給
されるので、手数料を支払うよう書かれている。

　このような助成金は存在せず、手数料の支払
　いを求めることもありません。

　「テレビ局職員」「地上デジタルテレビ受信対
　策員」を名乗る人物が自宅にやってきて、受
信工事やテレビの調整の代金を求める。

　テレビ局などが、このような支払いを求める
　ことはありません。

地デジに関連して、不審な請求を受けたり、疑わ
しい工事の勧誘を受けた時には、すぐに支払わず、
九州総合通信局、お近くの警察署、または消費生
活センターへご相談ください。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

録
画
す
る
と
き
の
Ｑ
＆
Ａ

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

見
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
の
？

②
現
在
使
用
し
て
い
る
テ
レ
ビ
に
、
デ
ジ

　

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

　

ナ
ー
内
蔵
録
画
機
器
を
接
続
し
て
受
信

　

す
る
。

受信機の種類によってテレビとの接続方法が
異なります。

テレビの種類によって使用するケーブルや
接続方法が異なります。

【
注
意
】　

新
し
く
テ
レ
ビ
を
購

　

入
す
る
場
合
、
こ
の
マ
ー
ク

　

の
製
品
は
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送

　

終
了
後
に
別
途
デ
ジ
タ
ル

　

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
接
続
す
る
必

　

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
難
視
聴
解
消
の
た

　

め
の
共
聴
施
設
で
受
信
す
る
。

　

こ
の
場
合
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
共
聴

施
設
を
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
で
き

る
よ
う
に
改
修
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
施
設
の
管
理
者
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
際
に
視
聴

者
の
負
担
が
高
額
に
な
る
共
聴
施
設
に
つ

い
て
は
、
改
修
経
費
の
一
定
割
合
を
国
か

ら
補
助
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

ＮＨＫ総合

ＮＨＫ教育

ＮＢＣ

ＫＴＮ

ＮＣＣ

ＮＩＢ

28ｃｈ

32ｃｈ

39ｃｈ

20ｃｈ

19ｃｈ

18ｃｈ

放送局 チャンネル
（周波数）

▼

【地上デジタル放送全般に関すること】
　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信
　相談センター
　☎0570‐07‐0101（ナビダイヤル）
　※ＩＰ電話など、上記番号でつながらない場合
　　は、 ☎03‐4334‐1111へおかけください。
　総務省のホームページでも地上デジタル放送の
　詳しい内容を掲載しています。
　■ＵＲＬ　http://www.soumu.go.jp/

【九州の地上デジタル放送開局情報、詐欺通報など】
　総務省九州総合通信局放送課
　☎096‐326‐7882

【共聴施設などのコンサルタントに関すること】
　社団法人日本ＣＡＴＶ技術協会九州支部
　☎092‐521‐3815

◎お問い合わせ
　企画課情報化推進班　☎内線2339

地上デジタル放送についてのいろいろな
ご質問は下記でも受け付けています

総務省Ｃ

QQ AA

Q

Q　

A

A

Q　　

A

QA
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募　

集

　
「
つ
ば
き
の
実
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

買
い
取
り
ま
す
！

　　

申
・
問
田
平
支
所
産
業
建
設
課
産
業
建
設
班

　　
　
　
　

☎
内
線
５
１
５
５

　

平
成
21
年
度
平
戸
幼
稚
園
の

　
　
　
　
　
　
　
　

園
児
を
募
集
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
平
戸
幼
稚
園

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
２
８
１
０

　

収
集
日
の
確
認
を
！

　

年
末
年
始
の「
ご
み
・
し
尿
収
集
」

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
環
境
交
通
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
２
８

　

狩
猟
期
間
中（
来
年
３
月
15
日
ま
で
）

　

山
歩
き
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
農
林
課
林
務
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
６
６

　

長
崎
県
す
こ
や
か
長
寿
大
学
校

　

公
開
講
座
の
ご
案
内

　　
　
　
　
　
　
　

問
保
険
福
祉
課
長
寿
福
祉
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
８
６

　

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集
は
、
収
集
日

が
通
常
の
収
集
日
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
下
記

「
年
末
・
年
始
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
確
認

し
て
、
指
定
の
収
集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
平
戸
地
区
に
つ
い
て
は
、
年
始
に
限
り
収

集
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在「
警
告
シ
ー
ル
」が
貼
ら
れ
て

収
集
場
所
に
放
置
さ
れ
て
い
る
ご
み
袋
が
あ
る

場
合
は
、
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
の
責
任
で

12
月
15
日（
月
）ま
で
に
再
分
別
処
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

12
月
31
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
は
、
ご
み
・

し
尿
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
各
地
区
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

粗
大
ご
み（
平
戸
地
区
の
み
）お
よ
び
し
尿

の
汲
み
取
り
は
、
決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

『
ご
み
処
理
施
設
か
ら
の
お
願
い
』

①「
燃
え
る
ご
み
」に
は
、
金
属
類
を
混
入
し
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

②「
飲
料
用
の
か
ん
」「
び
ん
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

　

は
、
ふ
た
を
外
し
中
を
洗
っ
て
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
特
に
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
を
入
れ

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

北
松
森
林
組
合
で
は
、
つ
ば
き
油
の
原
料
と

な
る「
つ
ば
き
の
実
」を
、
次
の
と
お
り
買
い

取
り
ま
す
。

○
品　

種　

や
ぶ
つ
ば
き
の
実

　
（
平
成
20
年
度
産
に
限
る
）

○
買
取
締
切
日　

平
成
21
年
１
月
30
日（
金
）

○
買
取
価
格　

１
kg
当
た
り
４
５
０
円

○
持
込
場
所　

田
平
支
所
産
業
建
設
課
ま
た
は

　

北
松
森
林
組
合（
☎
０
９
５
６‐

63‐

２

　

３
０
５
）

○
注
意
事
項　

サ
ザ
ン
カ
の
実
や
古
い
実
、
小

　

石
な
ど
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
よ
く
選
別
し
、

　

十
分
乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
買
取
代
金
の

　

支
払
い
は
、
振
込
に
な
り
ま
す
の
で
、
口
座

　

番
号
の
分
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
募
集
対
象
者　

平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成

　

17
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

○
申
込
方
法　

平
戸
幼
稚
園
、
ま
た
は
学
校
教

　

育
課
に
備
え
付
け
の
入
園
願
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、
平
戸
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

○
願
書
受
付
期
間　

12
月
１
日（
月
）〜
平
成

　

21
年
１
月
30
日（
金
）

○
入
園
許
可　

平
戸
市
立
幼
稚
園
条
例
・
同
条

　

例
施
行
規
則
に
よ
り
行
い
ま
す
。
入
園
の
諾

　

否
は
、
平
成
21
年
２
月
６
日（
金
）ま
で
に

　

郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

○
保
育
料　

５
５
０
０
円（
月
額
）

○
園
納
金（
給
食
費
、教
材
費
、育
友
会
費
な
ど
）

　

約
６
０
０
０
円（
月
額
）　

○
保
育
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

※

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
平
戸
幼
稚
園
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

11
月
15
日
か
ら
翌
年
の
２
月
15
日
ま
で（
イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
限
っ
て
は
３
月
15
日
ま
で
）

狩
猟
が
解
禁
と
な
り
ま
す
。
法
令
で
定
め
ら
れ

た
鳥
獣
保
護
区
な
ど
の
規
制
区
域
、
人
家
の
あ

る
場
所
、
公
道
、
公
園
な
ど
を
除
く
野
山
、
海

岸
な
ど
で
狩
猟
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
狩
猟
期

間
中
は
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
山
歩
き
や
遠
足
に
出
か
け
る
と
き
は
、
目
的

　

地
や
そ
の
行
程
で
狩
猟
が
行
わ
れ
て
い
な
い

　

か
、
事
前
に
安
全
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
野
山
を
歩
い
た
り
、
山
林
・
田
畑
で
作
業
を

　

す
る
場
合
は
、な
る
べ
く
目
立
つ
服
装
で（
目

　

立
た
な
い
服
装
は
獣
と
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
が

　

あ
り
ま
す
）、
ラ
ジ
オ
を
流
す
な
ど
し
て
自

　

分
の
存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
よ
う
心
が
け
、

　

登
山
歩
道
か
ら
外
れ
た
り
、
や
ぶ
の
中
に

　

入
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

単
独
行
動
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

③
狩
猟
に
伴
う
危
険
と
思
わ
れ
る
行
為
や
事
故

　

を
見
聞
し
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
に

　

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

※

狩
猟
が
行
わ
れ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
農
林

　

課
林
務
班
、
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

長
崎
県
す
こ
や
か
長
寿
大
学
校
で
は
、
同
校

の
卒
業
生
で
組
織
す
る
同
友
会（
長
崎
・
佐
世

保
）と
共
催
で
、
教
養
を
高
め
、
高
齢
者
の
積

極
的
な
社
会
参
加
を
図
る
た
め
、
一
般
の
市
民

の
み
な
さ
ん
も
対
象
と
し
た
公
開
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

○
と　

き　

12
月
17
日（
水
）午
後
１
時
30
分

　

〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

ア
ル
カ
ス
佐
世
保
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

　

ル
○
入
場
料　

無
料

○
演　

題　
「
小
さ
い
生
命
を
撮
る
」

◎年末・年始ごみ収集カレンダー

◎一般廃棄物収集許可業者一覧（事業系を除く）

◎講　師
　栗林　慧　氏
国内外で活躍して
いる田平町在住の
生物生態写真家

12月22日
12月23日
12月24日
12月25日
12月26日
12月27日
12月28日
12月29日

12月30日

1月  5日
1月  6日
1月  7日

月
祝・火
水
木
金
土
日
月

火

月
火
水

月日

地区名 地　域　名 業　　者　　名 電話番号 予　約　締　切　日　な　ど収集の種類

曜日 燃えるごみ
生ごみ 資源ごみ等燃えるごみ生ごみ 資源ごみ等

平戸地区 生月地区

燃えるごみ資源ごみ等 燃えるごみ 不燃ごみ

田平地区 大島地区北松北部
クリーンセンター
（個人持込）

大島村
クリーンセンター
（個人持込）

全地区収集 休　み 休　み

休　み

平常収集

平常収集

平常収集

平常収集

的山・大根坂

　
　

神浦・前平
西宇土

全地区収集

受入可

受入可

※30日は15：00まで

受入可

受入可

休　み

受入可

受入可

浄　化　槽　汚　泥　収　集

浄　化　槽　汚　泥　収　集

浄　化　槽　汚　泥　収　集

し　尿　処　理

し　　　　尿　　　　処　　　　理

し　尿　処　理

し尿・
浄化槽汚泥収集

粗　大　ご　み

北 部 地 域
中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域

北 部 地 域

中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域
 
 　　　　　
生 月 地 域
山 田 地 域

 

（有）平戸清掃
中部清掃（有）平田
（株）谷山清掃
赤木衛生設備
（有）平戸衛生サービス
下道清掃
八木原清掃
藤島清掃
赤木衛生設備
（有）鶴丸設備
（有）松尾設備
（有）生月衛生社
生月清掃事業所

（有）新北松衛生社

（有）吉田環境衛生設備工業

大島村クリーンセンター

（有）鶴丸設備

☎23-2210
☎28-2114
☎27-0030
☎25-2310
☎22-2497
☎22-2573
☎28-1048
☎27-0055
☎25-2310
☎23-3629
☎22-3351
☎53-2282
☎53-0214

☎0956-65-2766

☎0956-76-2351

☎55-2007

☎23-3629

11月24日（祝・月）～12月8日（月）まで予約を受け付けます。
12月9日（火）～12月23日（祝･火）まで予約を受け付けます。

12月30日（火）午後～1月4日（日）まで休みます。

12月12日（金）までに予約が必要です。
１月５日（月）から平常収集となります。

12月15日（月）までに予約が必要です。
１月５日（月）から平常収集となります。

12月30日（火）～1月4日（日）まで休みます。

12月15日（月）までに予約が必要です。
12月30日（火）～1月4日（日）まで休みます。
12月27日（土）までに電話連絡ください。
12月30日（火）～1月4日（日）まで休みます。

平戸地区

生月地区

田平地区

大島地区
12月30日（火）～１月4日（日）まで休みます。

大 根 坂 ・ 神 浦
前平・西宇土・的山

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

平常収集
平常収集

※30日に限り、生ごみについては、分別せずに燃えるごみへ出してください。

平常収集

平常収集

休　　　　　み

12/31（水）～１/4（日）までの間は、収集業務および施設受入は、お休みとさせていただきます。

※北松北部クリーンセンターの12月の休日受入は、14日（日）・23日（火）となっています。

平常収集

全地区収集 休　み

平常収集

平常収集

全地区収集

全地区収集

平常収集

平常収集

　10月24日、江戸時代の英国人貿易商、三浦按針ことウイリア
ム・アダムスの生まれ故郷にある「チャタム・グラマー・スクー
ル男子校」（英国メドウェイ市）の代表生徒２人と引率の先生４人
が、白濵市長を表敬訪問しました。今回の訪問は、「平戸国際交
流ＨＩＲＡの会」（丹澤明会長）がメドウェイ市と交流を続ける中
で実現したもの。一行は滞在期間中、夜神楽やジャ踊り、獅子
舞などの伝統芸能に触れ、市民のみなさんと交流を深めました。

三浦按針のふるさとから修学旅行生
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「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」の

　

実
施
に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
環
境
交
通
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
２
８

　
「
シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
」か
ら

　

の
お
知
ら
せ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
23
‐
８
３
５
１

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
〜
償
却
資

　

産
の
耐
用
年
数
が
変
わ
り
ま
す
〜

　　
　
　
　
　
　
　
　

問
税
務
課
固
定
資
産
税
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
５
２

　

ひ
ら
ど
生
き
活
き
ま
ち
づ
く
り

　

事
業（
後
期
）が
採
択
さ
れ
ま
し
た

　　
　
　
　
　
　
　

問
企
画
課
地
域
協
働
推
進
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
３

　

製
造
事
業
所
の
み
な
さ
ん
へ

　

〜
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
〜

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
企
画
課
地
域
振
興
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
７

　

市
民
総
合
相
談
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
総
務
課
行
政
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
１
３

　

業
者
登
録
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

　

〜
物
品
購
入
な
ど
〜

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
財
政
課
契
約
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
５
７

　

平
戸
温
泉
給
湯
セ
ン
タ
ー

　

休
業
の
お
知
ら
せ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
観
光
商
工
課
観
光
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
７
４

　

お
詫
び
と
訂
正

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
総
務
課
秘
書
広
報
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
２
３

　

成
人
式
の
ご
案
内

　　
　
　
　
　
　
　

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
２
３

　

12
月
16
日（
火
）か
ら
12
月
25
日（
木
）ま
で

の
10
日
間
、「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」が

実
施
さ
れ
ま
す
。
年
末
は
、
交
通
量
の
増
加
や

慌
た
だ
し
さ
か
ら
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
こ

と
も
あ
り
、
飲
酒
運
転
な
ど
に
よ
る
事
故
も
心

配
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
重
点
項
目

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▼
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

　

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
ス
ロ
ー
ガ
ン

▼
広
げ
よ
う　

ど
う
ぞ
の
気
持
ち
と　

車
間
距
離

▼
日
曜
日
の
営
業
時
間
変
更

○
営
業
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

○
変
更
期
間　

12
月
〜
平
成
21
年
３
月

▼
年
末
年
始
の
休
館
日

　

12
月
29
日（
月
）〜
平
成
21
年
１
月
１
日（
祝
・
木
）

　

左
記
の
日
程
で
、
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。
新

成
人
に
該
当
す
る
み
な
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

○
新
成
人
該
当
者　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※

現
在
本
市
に
住
所
を
有
し
な
い
人
で
も
、
過
去

　

に
住
所
を
有
し
た
人
で
あ
れ
ば
、
参
加
で
き
ま

　

す
。

　

採
択
さ
れ
た
支
援
制
度
お
よ
び
採
択
団
体
名
、

事
業
名
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
い
事
業
内

容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
企
画
課
地
域
協
働
推
進
室

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
、
県
、
市
の
行
政
に
関
す
る
相
談
、
家
庭

内
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
こ
と
、

そ
の
他
人
権
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
困
っ
た
こ

と
や
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は
無
料

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

○
と　

き　

12
月
19
日（
金
）午
後
１
時
〜
午

　

後
４
時

○
と
こ
ろ　

生
月
町
中
央
公
民
館

○
相
談
員　

長
崎
行
政
評
価
事
務
所
職
員
、
人

　

権
擁
護
委
員
、
心
配
ご
と
相
談
員
、
行
政
相

　

談
員

　

平
成
21
・
22
年
度
の
市
で
行
わ
れ
る
物
品
、

業
務
委
託（
設
計
・
測
量
を
除
く
）な
ど
の
入

札
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、「
平
戸
市
物
品
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※

今
回
か
ら
申
請
書
の
様
式
が
変
わ
っ
て
い
ま

　

す
の
で
、
申
請
の
際
は
新
し
い
様
式
を
使
用

　

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
受
付
期
間　

平
成
21
年
１
月
５
日（
月
）〜

　

２
月
27
日（
金
）

○
受
付
窓
口　

財
政
課
契
約
班

　

平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
償
却
資
産

の
耐
用
年
数
が
大
幅
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）に
お
い
て
は
、

既
存
資
産
を
含
め
て
平
成
21
年
度
分
か
ら
改
正

後
の
耐
用
年
数
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
平
成

21
年
度
の
申
告
は
、
既
存
資
産
を
含
め
て
新
耐

用
年
数
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
固
定
資

産
税
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

昨
年
申
告
し
た
人
に
は
、
申
告
書
と
併
せ
て

　

新
耐
用
年
数
表
を
送
付
し
ま
す
。

○
注
意
事
項　

今
回
の
改
正
は
、
該
当
す
る
資

　

産
を
取
得
さ
れ
た
時
点
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
再

　

計
算
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

　

注
意
く
だ
さ
い
。

　

12
月
31
日
現
在
で
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を

対
象
と
し
て
、
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
年
12
月
か
ら

来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政

施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る

と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、

小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用

さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
戸
温
泉
給
湯
セ
ン
タ
ー（
下
中
野
町
）は
、

貯
湯
槽
清
掃
の
た
め
、
次
の
と
お
り
休
業
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

○
と　

き　

12
月
17
日（
水
）終
日

　
「
広
報
ひ
ら
ど
」11
月
号
で
、
次
の
と
お
り
内

容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

○
43
ペ
ー
ジ　

善
意
の
と
も
し
び
コ
ー
ナ
ー

誤　

磯
本　

重
明（
亡
父　

稔
）

　
　
　
　

←

正　

磯
本　

重
明（
亡
父　

穗
）

地区 と　き と ころ 開式（受付） お問い合わせ

生月

大島

田平

平戸

平成21年
１月３日（土）

平成21年
１月４日（日）

平成21年
1月11日（日）

生月町開発
総合センター

大島村離島
開発総合センター

田平町民センター

平戸文化センター

午前10時
（午前９時～）

午前10時
（午前９時30分～）

午前10時30分
（午前10時～）

午後１時
（正午～）

教委生月分室
☎53-0541

教委大島分室
☎55-2511

教委田平分室
☎57-0207

生涯学習課
☎内線2623

補助事業名 採択団体名 事　業　名 交付額（円）

花とみどりのふるさと
づくり事業

花とみどりのふるさと
づくり事業

市民力アップ支援事業

市民力アップ支援事業

木ヶ津町花満会

早福町

特定非営利活動法人
ＮＰＯひらど遊学
ねっと

福崎区

木ヶ津町の花
いっぱい運動

早福町の花
いっぱい運動

平戸ざぼん園利活用
拠点施設整備事業

市民活動団体等拠点
施設整備事業
（ストックヤード）

100,000

100,000

2,505,000

154,000

平戸店オープンしました。
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就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
が

　

移
転
し
ま
し
た

　　
　
　
　
　

問
県
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
佐
世
保

　　
　
　
　
　
　

☎
０
９
５
６
‐
24
‐
７
４
３
１

　

森
林
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

問
平
戸
市
森
林
組
合

　
　
　
　
　
　

☎
28
‐
０
１
５
１

　
　
　
　
　
　

北
松
森
林
組
合

　
　
　
　
　
　

☎
０
９
５
６
‐
63
‐
２
３
０
５

　
「
第
60
回
人
権
週
間
」特
設

　　

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
長
崎
地
方
法
務
局

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
２
２
６
３

　

心
肺
蘇
生
法
講
習
会
の

　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　　

申
・
問
北
松
中
央
病
院（
救
急
外
来
・
松
元
）

　　
　
　
　

☎
０
９
５
６
‐
65
‐
３
１
０
１

　

い
ち
ご
狩
り
体
験
交
流
会
の

　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　　

申
・
問
県
北
地
区
青
年
農
業
者
連
絡
協
議
会
・

　　
　
　
　

草
刈（
県
北
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
内
）

　　
　
　
　

☎
０
９
５
６
‐
41
‐
２
０
３
３

0950-53-28160950-53-28160950-53-2816

戒名彫刻・クリーニング
改修・移設・合祀

創業７０年　お墓のことなら何でもご相談下さい

墓　石
記念碑 松永石碑店松永石碑店松永石碑店

設計
製作
施工

生月町山田免２３３１

■10月の交通事故

■10月末までの
　　火災救急件数

件　数

死　者

負傷者

（重傷）0名 （軽傷）10名

（　）内は昨年同期

火　災

救　急

３０件 

（　　　　３５件）

１,１３１件 

（  １,００３件）

１０件

０名

１０名

■善意のともしび

■「やらんば！平戸」応援寄附金

　篤志および香典返しで、次の方々から
ご寄付がありました（敬称略）。
ひらどふれあい福祉基金へ
　○田平町山内免　池田　テル
　　　　　　　　　　　　（亡子　敏幸）

　○我孫子市　増山　義也
　○川越市　　亀山　弘行　30,000円
　○市原市　　加藤　澄敏　50,000円
　○匿名希望（２名）　　　　80,000円
平成20年11月12日現在
　　　　　　16件　総額　640,000円

【
平
戸
地
区
】

山
口　

誓
士 

学 

曲
り

谷
田　

心
奈 

直
樹 

後
平

田
中　

滉
雅 

聖
樹 

深
川

八
木
原　

理
央 

晋 

紐
差
第
4

新
吉
屋　

響 

慶
治 

宮
の
浦

烏
山　

望 

誠 

鮎
川

平
野　

紗
礼 

毅 

高
麗
町

日
高　

葵 

哲
司 

堤

山
下　

大
翔 

清
治 

中
の
原

村
瀬　

芽
依 

徹 

清
水
川

【
生
月
地
区
】

蜜
山　

の
ぞ
み 

公
治 

堺
目

蜜
山　

め
ぐ
み 

公
治 

堺
目

川
村　

侑
凛 

洋
平 

堺
目

吉
永　

煌
生 

誠
司 

山
田

【
田
平
地
区
】

中
島　

元
樹 

幸
男 

日
の
浦

新
立　

安
慈 

昭
博 

野
田

宮
﨑　

柚
奈 

智
久 

平
戸
口

川
口　

夢
心 

景
史 

永
田

栁
谷　

昌
輝 

貞
光 

永
田

【
平
戸
地
区
】

大
瀨
良　

富
松 

75
歳  

田
助
在

岩
永　

シ
ズ 

89
歳 
10
／
17 

紐
差
第
1

山
田　

権
次
郎 

88
歳 
10
／
17 

根
獅
子
第
2

村
田　

マ
キ 

85
歳 
10
／
22 

神
船

蛭
子
屋　

ミ
ツ 

78
歳 
10
／
27 

稗
田

柴
山　

茂 

76
歳 
10
／
27 

宮
の
浦

西
川　

フ
サ
ヱ 

87
歳 
10
／
28 

下
中
津
良

下
條　

勳 

76
歳 
10
／
29 

戸
石
川

山
口　

シ
ヲ 

78
歳 
11
／
1 

木
ヶ
津
第
4

松
永　

イ
ヅ
ミ 

73
歳 
11
／
3 

川
内
在

幸
谷　

一
男 

88
歳 
11
／
4 

大
久
保

栁
本　

房
江 

83
歳 
11
／
6 

潮
の
浦

大
石　

聖
一 

82
歳 
11
／
7 

上
中
津
良

大
石　

キ
ク
ヨ 

86
歳 
11
／
9 

築
地
町

小
田　

ハ
マ 

73
歳 
11
／
9 

川
内
在

池
田　

幸
雄 

81
歳 
11
／
10 

浦
の
町

横
尾　

勝
江 

50
歳 
11
／
10 

大
山

丸
山　

ト
メ 

88
歳 
11
／
8 

堤

田
口　

サ
ダ
子 

76
歳 
11
／
12 

新
町

島
田　

勇
雄 

83
歳 
11
／
12 

堤

横
山　

喜
八
郎 

87
歳 
11
／
13 

宝
亀
第
2

藤
原　

勇 

67
歳 
11
／
13 

神
崎

友
倉　

ト
メ 

90
歳 
11
／
14 

川
内
浦

【
生
月
地
区
】

眞
辺　

サ
ダ 

84
歳 
10
／
16 

舘
浦
浜

田
代　

ノ
ブ
エ 

84
歳 
10
／
18 

元
触

柳
本　

ツ
タ 

91
歳 
10
／
21 

舘
浦
屋
敷

益
冨　

芳 

95
歳 
10
／
22 

浦
北

小
田　

ヨ
シ 

92
歳 
11
／
9 

浦
北

中
村　

セ
イ 

93
歳 
11
／
9 

浦
北

𠮷
山　

𠮷
雄 

71
歳 
11
／
12 

御
崎

【
田
平
地
区
】

谷
口　

道
明 

68
歳 
10
／
15 

永
田

今
村　

シ
ナ
子 

87
歳 
10
／
23 

山
内

池
田　

敏
幸 

66
歳 
10
／
25 

平
戸
口

﨑
村　

修
二
郎 

87
歳 
10
／
26 

上
里

山
﨑　

勝 

90
歳 
10
／
28 

深
月

藤
田　

勳 

66
歳 
10
／
28 

小
手
田

田
川　

ス
ミ 

97
歳 
10
／
28 

生
向

髙
木　

正
人 

32
歳 
11
／
2 

平
戸
口

岡
﨑　

朗 

79
歳 
11
／
3 

日
の
浦

本
多　

正
俊 

85
歳 
11
／
5 

野
田

大
石　

豊　
 

75
歳 
11
／
7 

岳
崎

川
下　

源
作 

93
歳 
11
／
8 

以
善

【
大
島
地
区
】

岩
井　

繁
治 

76
歳 
10
／
29 

大
根
坂

　
　
　
　
　
　
　
（
10
／
16
〜
11
／
15
受
付
分
）

　
「
心
肺
蘇
生
法
を
学
ぼ
う
〜
愛
す
る
人
を
守

る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す
〜
」を
テ
ー
マ
に
、

心
肺
蘇
生
法
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

平
成
21
年
１
月
31
日（
土
）午
前

　

９
時
〜
正
午

○
と
こ
ろ　

北
松
中
央
病
院
研
修
会
館
大
ホ
ー
ル

○
募
集
資
格　

高
校
生
以
上

○
募
集
人
員　

20
人（
先
着
順
）

○
募
集
期
間　

12
月
１
日（
月
）〜
19
日（
金
）

○
申
込
方
法　

電
話
で
北
松
中
央
病
院
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

県
北
地
域
の
若
い
農
業
者
で
構
成
す
る
県
北

地
区
青
年
農
業
者
連
絡
協
議
会
で
は
、
男
女
の

友
達
探
し
の
た
め
、
い
ち
ご
の
収
穫
体
験
を
兼

ね
た
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
い
ち
ご
が
一
番

お
い
し
い
こ
の
時
期
に
、
い
ち
ご
狩
り
を
し
な

が
ら
友
達
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
と　

き　

平
成
21
年
２
月
14
日（
土
）午
後

　

１
時
〜

○
と
こ
ろ　

県
北
地
区（
平
戸
市
内
を
予
定
）

○
内　

容　

い
ち
ご
収
穫
な
ど
の
農
作
業
体
験
、

　

い
ち
ご
加
工
体
験（
ジ
ャ
ム
、
お
菓
子
類
な

　

ど
の
加
工
体
験
）、
懇
親
会　

な
ど

※

開
催
場
所
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

　

後
日
、
改
め
て
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
ご
連

　

絡
し
ま
す
。

○
募
集
資
格　

18
歳
以
上
30
歳
未
満
の
独
身
女

　

性
○
募
集
人
数　

20
人
程
度（
先
着
順
）

○
募
集
締
切
日　

平
成
21
年
１
月
15
日（
木
）

○
参
加
料　

２
０
０
０
円

○
申
込
方
法　

参
加
す
る
人
は
、
県
北
地
区
青

　

年
農
業
者
連
絡
協
議
会
へ
電
話
で
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

　

12
月
４
日（
木
）か
ら
10
日（
水
）ま
で
は
、

人
権
週
間
で
す
。
国
連
に
お
い
て
世
界
人
権
宣

言
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
60

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

法
務
局
と
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
み

な
さ
ん
の
人
権
を
守
る
た
め
、
特
設
人
権
相
談

所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
家
庭
内
の
も
め
事
や
隣
近
所
と

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
み
な
さ
ん
の
悩
み
や
心
配
ご

と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
特
設
人
権
相
談
所

▼
12
月
４
日（
木
）　

生
月
船
員
福
祉
会
館

▼
12
月
５
日（
金
）　

大
島
村
離
島
開
発
総
合
セ

　

ン
タ
ー

▼
12
月
８
日（
月
）　

田
平
町
福
祉
保
健
セ
ン

　

タ
ー

▼
12
月
９
日（
火
）　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

※

相
談
時
間
は
、
い
ず
れ
の
会
場
も
午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時
で
す
。

○
相
談
料　

無
料

　

森
林
組
合
で
は
、
１
月
末
ま
で
植
林
用
苗
木

（
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
、マ
キ
、コ
ナ
ラ
、ク
ヌ
ギ
な
ど
）

の
購
入
や
造
林
補
助
事
業（
植
林
・
間
伐
）へ

の
補
助
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

造
林
事
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
所
有
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●母子健康相談 
　（受付　10：00 ～ 10：30） 平戸文化センター
●ＢＣＧ・３～４か月児健診 
　（受付　12：30 ～ 13：00） 平戸文化センター

●チャイルドクラブ
　（受付　  9：30 ～ 11：30） 山田地区活性化センター

●官公庁仕事納め

●ポリオ
　（受付　13：30 ～ 14：00） 田平町福祉保健センター

●１歳６か月児健診
　（受付　11：45 ～ 12：15） 平戸文化センター

●１歳６か月児健診・２歳児歯科健診
　（受付　12： 30 ～ 12：45） サン・ケア平戸

●乳児健診
　（受付　13：00 ～ 13：30） サン・ケア平戸
●母子健康相談
　（受付　13：30 ～ 15：30） 田平町福祉保健センター

●天皇誕生日

●母子健康相談
　（受付　  9：30 ～ 10：00） 平戸市役所生月支所
●母子健康相談
　（受付　14：00 ～ 15：30） 大島村離島開発総合センター
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特定高齢者把握調査とは？
65歳以上の在宅高齢者を対象に健康診査受診時に実施した生活機能評
価（基本チェックリスト）の結果、特定高齢者に該当された人を対象に、
現在の身体状況、介護予防事業の利用意向などをお伺いする調査です。

高齢者実態把握調査とは？
75歳以上の在宅高齢者を対象に、緊急連絡先や現在の身体状況、家族
構成などをお伺いする調査です。

どのようなことを聞くの？
・身体面、精神面、社会参加の状況　・家族状況
・現在の困りごとや心配ごと
・緊急連絡先　・災害時の避難先
・１日の生活の過ごし方
・介護予防サービス等の利用の有無　など

どのようなことに使うの？
　個人情報保護に努め、調査の中から挙げられた個人やその家族、ま
たは地域の「課題」を早期に発見し、適切に対応することを目的として
います。
　また、必要に応じて生活改善の方法や介護予防教室、デイサービス
などを紹介し、介護状態に陥らないよう在宅で安全な生活を支援して
いきます。

調査に伺うのは下記の支援センターです。
平戸地区高齢者支援センター　　　☎22-2180
生月地区高齢者支援センター　　　☎53-2615
田平地区高齢者支援センター　　　☎57-2223
大島地区高齢者支援センター　　　☎55-2100
平戸荘高齢者支援センター　　　　☎28-0775
高齢者支援センターわだつみの里　☎27-2345

特定高齢者把握調査・高齢者実態把握調査にご協力ください

おお問い合わせ問い合わせ　平戸市地域包括支援センター　　平戸市地域包括支援センター　☎2828－15001500お問い合わせ　平戸市地域包括支援センター　☎28－1500

※ 詳しくは、健（検）診日程表・母子保健事業日程表・予防接種日程表をご覧ください。

サン・ケア平戸（平戸市保健センター）

生月支所市民協働課福祉保健班

田平支所市民協働課福祉保健班

大島支所市民協働課福祉保健班

☎28－1000

☎53－2111

☎57－0977

☎55－2511

☎お問い合わせ先

健康カレンダー
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～健康は我が家の宝・市の宝～



2008

●２学期終業式（幼・小・中）
　（平戸幼稚園・市内各小・
　中学校）

●官公庁仕事納め●納税相談休日窓口
　（市役所税務課）
　9：00 ～ 17：00

●第11回たびら中瀬草原
　クロスカントリー大会
　（中瀬草原）
　8：00 ～ 14：00

●年末の交通安全県民運動
　（～ 25日）

●天皇誕生日

●平戸温泉給湯センター
　休業（終日）

●年金相談（舘浦出張所）
　10：00 ～ 15：00

●市民総合相談
　（生月町中央公民館）
　13：00 ～ 16：00

●青少年音楽会
　（平戸文化センター）
　13：00 ～ 16：00
●水産教室（魚のさばき方
　講習会）　
　（市ふれあいセンター
　調理実習室）
　13：30～ 16：00

11 12 1387 9 10

4 51 2 3 6

18 19 201514 16 17

25 26 272221 23 24

31302928

暮らしのカレンダー

平成2 0年

広報ひらど

Hirado City Public  Relations

Mon Tue Wed Thu Fri SatSun

佐世保☎0956-23-4300
＊祝日は前日のテープが流れます。
＊午前９時から翌朝午前９時までの２４時間、同じ内容
　のテープが３分間流れます。
＊曜日ごとにテーマが決められ（日替わりメニュー）、月
　ごとに変わります。
＊内容は専門の医師・歯科医師が作ります。

長崎県保険医協会　☎095-825-3829

甲状腺機能低下

脳動脈瘤の治療

冬に流行する嘔吐下痢症

糖尿病性網膜症の治療

歯のレントゲンの安全性

出産時の異常出血

月

火

水

木

金

土日

12月健康テレホンプログラム 休日の当番医

柿添病院

北川病院

谷川病院

柿添病院

北川病院

青洲会病院

鏡川町

浦の町

田平町

鏡川町

浦の町

田平町

電話番号
23-2151
22-2344
57-0045
23-2151
22-2344
57-2155

日・曜日
７日（日）

14日（日）

21日（日）

23日（祝・火）

28日（日）

30日（日）

医療機関名

各種相談のお知らせ

◎年金相談
12月18日（木）10：00 ～ 15：00　舘浦出張所

◎市民総合相談
12月19日（金）13：00～ 16：00　生月町中央公民館

◎納税相談休日窓口
12月21日（日）9：00 ～ 17：00　市役所税務課

今月の税

○市税の納期　12月 25 日（木）
　固定資産税　　　　　　３期

　国民健康保険税　　　　７期

　介護保険料　　　　　　７期

　後期高齢者医療保険料　６期

『支えあおう　市税はみんなの未来のために』

SATSUN MON TUE WED THU FRI

※「広報ひらど」から抜き取ってご利用ください。
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